
 

 

    
臨床薬学英語Ⅰ臨床薬学英語Ⅰ臨床薬学英語Ⅰ臨床薬学英語Ⅰ                        ４年次半期（前期），必修，1単位 薬理学研究室 准教授 杉本 由美 

薬物治療学研究室 講師 稲葉 二朗，臨床薬理学研究室 講師 出雲 信夫    
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
実務実習では，実際の医療現場において医師や看護師などの医療人と接触する。そこでは実にさまざまな医療

用語が英語で表現されているが，それらが理解できなければ医療チームの一員としての薬剤師の職務を果たすこ

とはできない。そのため，チームの人達と正確に意思疎通ができる実用的英語を学ばせる必要がある。 
本教科では，医療の現場で必要となる英語力を身につけさせることを目的として，身体部位，病名，症状など

の医学用語や外国の医薬品情報収集などの薬剤師業務に関係する実践的な英語を修得させる。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 薬学，科学，医療などに関連する英文を読んで，その内容を説明できる。 
 2. 薬学，科学，医療などに関連する専門用語を英語で書き，発音できる。 
 3. 主な病名，組織，臓器名，医薬品名などを英語で読み書きできる。 
 4. 薬学，科学，医療などに関する論文を書いたり，研究発表するために必要な英語の基本構文を使用するこ

とができる。 
 5. 薬学，科学，医療などに関連する文章や会話を聞き，内容を理解できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. ガイダンス 授業の進め方と授業内容の説明 
 2. Unit 1                      自律神経系作用薬と臨床応用に関する英文と解説 (1) 
 3.  自律神経系作用薬と臨床応用に関する英文と解説 (2) 
 4.  自律神経作用薬と臨床応用に関する英文と解説 (3) 
 5. Unit 2 中枢神経系疾患と治療薬に関する英文と解説 (1) 
 6.  中枢神経系疾患と治療薬に関する英文と解説 (2) 
 7.  中枢神経系疾患と治療薬に関する英文と解説 (3) 
 8. Unit 3 循環器系疾患と治療薬に関する英文と解説 (1) 
 9.  循環器系疾患と治療薬に関する英文と解説 (2) 
10.  循環器系疾患と治療薬に関する英文と解説 (3) 
11. Unit 4 内分泌系疾患と治療薬に関する英文と解説 (1) 
12.  内分泌系疾患と治療薬に関する英文と解説 (2) 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義     
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，授業態度などから総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 Clinical Pharmaceutical English Ⅰ(横浜薬科大学編集) 

薬学必修講座 医療薬学 I  医薬品の作用  薬学教育センター 編（評言社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 授業中に随時紹介していく 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    疾患と治療薬に関する英文と解説授業を行います。授業内容を十分に理解できるように，

予習，復習を行うようにして下さい。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    随時対応します。 



 

 

漢方薬効解析学漢方薬効解析学漢方薬効解析学漢方薬効解析学    漢方薬学科，４年次半期（前期），必修，１単位  

漢方薬物学研究室 教授 大泉 康  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

数種の生薬を配合する漢方薬の成分は，莫大な数の有機化合物の組み合わせであり，その複合作用を正面から解明する

ことはきわめて困難である。 

そこで，本教科では，汎用される漢方生薬および漢方処方を例にとって，個々の生薬および解明された成分の薬理作用，

経験に基づいた薬効を知り，漢方処方の配合理論，さらに多数の臨床データの解析を学ぶという合理的な薬効解析を学ぶ。

これによって，漢方薬をエビデンス・ベイスド・メディシン（EBM）として現代医学に通用することばで理解し，説明できる能力を

身につけさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 漢方医学の歴史と理論を説明し，現代医学における位置づけを説明できる。 

 2. 漢方処方に汎用される生薬の有効成分の薬理作用を説明できる。 

 3. 臨床で汎用されている漢方処方の配合理論，薬効，作用メカニズムを概説できる。 

 4. 漢方処方と｢証｣との関係について概説できる。 

 5. 漢方薬と民間薬との相違および代替医療について説明できる。 

 6. 漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 漢方薬効解析学序論  漢方薬効解析学とは 

 2. 漢方薬効解析学序論  漢方医学の歴史と理論 

 3. 漢方薬と生薬     有効成分の薬効解析（Ⅰ） 

 4. 漢方薬と生薬     有効成分の薬効解析（Ⅱ） 

 5. 漢方薬と生薬     有効成分の薬効解析（Ⅲ） 

 6. 漢方薬と生薬     有効成分の薬効解析（Ⅳ） 

 7. 漢方処方 漢方処方の薬効評価の方法 

 8. 漢方処方        漢方処方の基本的な構成と配合理論 

 9. 漢方処方       漢方処方の薬効のメカニズム 

10. 漢方処方        臨床データの解析 

11. 医療用漢方エキス製剤  原料生薬の確保 エキス製剤の品質管理 

12. 統合医療        世界の伝統医学で用いられる天然薬物の薬効解析 

13. 定期試験   

   
 
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，演習，出席状況等から総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 漢方医療薬学の基礎 野村靖幸編（廣川書店） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬学生のための漢方医薬学 山田陽成ら編（南江堂） 

現代医療における漢方薬 日本生薬学会監修（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    授業を熱心に聞いて，よく復習すること。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    授業の前後の空き時間に質問，相談を受け付けます。    

 



 

 

漢方理論Ⅱ漢方理論Ⅱ漢方理論Ⅱ漢方理論Ⅱ    漢方薬学科，４年次半期（前期）必修 １単位 

漢方薬物学研究室 教授 石野尚吾  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
漢方理論Ⅰに引き続き 漢方医学の基本的概念 方剤使用の原則に基づき、漢方方剤の現代医学的疾病分類にお

ける役割を理解することを目標とする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 現代医療における漢方薬使用の役割、EBM等を説明できる。 

 2. 総合医療を分類し 世界の動向を説明できる。 

 3. 証に対応する漢方方剤を説明できる。 

 4. 漢方薬の適応する症状・疾患について説明できる。 

 5. 漢方薬使用上の注意点 副作用 相互作用などを説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 漢方方剤及びサプリメントの利点、欠点、安全性、EBM等について 

 2. 頭痛、めまいに対する漢方治療の役割 

 3. くしゃみ、鼻汁 鼻閉 後鼻漏 口内違和感に対する漢方治療の役割 

 4. 風邪症候群 咳嗽 喘鳴・呼吸困難に対する漢方治療の役割 

 5. 動悸、息切れ、胸痛に対する漢方治療の役割 

 6. 食欲不振・悪心・嘔吐・胸やけに対する漢方治療の役割 

 7. 肝機能障害に対する漢方治療の役割 

 8. 便秘・下痢・腹痛・腹部膨満感に対する漢方治療の役割 

 9. 疲労・倦怠感、虚弱体質に対する漢方治療の役割 

10. 冷え症、月経異常、更年期障害に対する漢方治療の役割 

11. 不安感・不眠・抑うつ状態に対する漢方治療の役割 

12. 肥満・糖尿病・排尿異常・脂質異常症に対する漢方治療の役割 

13. 定期試験 
 
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験 小テスト レポート、出欠状況などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 専門医のための漢方医学テキスト 日本東洋医学会 （南江堂から発売予定）間に合わ

なければ『学生のための漢方医学テキスト』 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    質問は講義時間中、もしくは講義終了後に受け付けます。ただし講義内容に即したもの

に限ります。    



 

 

漢方薬理学漢方薬理学漢方薬理学漢方薬理学    漢方薬学科，４年次半期（後期），必修，１単位  

漢方薬物学研究室 教授 大泉 康 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

漢方薬の薬理作用，薬効評価，安全性評価に対する現代のアプローチは，西洋医薬における新薬に対するものと本質的には変わらな

い。しかしながら，漢方の診断による病態の捉え方や，その診断に基づく治療理論を背景とする薬の選択や用法・用量等は，漢方独特の

ものである。これらを正しく認識し，実験をベースにしている現代薬理学の言葉に照らし合わせて，正しい薬理作用，薬効評価，さらに安

全性評価を進めて行く必要がある。 

本教科では，漢方の薬理理論を現代薬学の手段・手法で解釈し，科学性をもって理解する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 漢方薬理学の概要を説明できる。 

 2. 汎用されている漢方薬の薬効とそのメカニズムを説明できる。 

 3. 汎用されている漢方薬の副作用とその回避について説明できる。 

 4. 漢方薬の複合効果について概説できる。 

 5. 漢方薬の生体内運命と薬効・副作用について説明できる。  

 6. 漢方薬の有効性の評価の方法を説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 漢方薬理学序論  漢方の診断 証と病態モデル 多成分系の薬理 

 2. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  精神・神経疾患と漢方薬 

 3. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  循環器疾患・呼吸器疾患と漢方薬 

 4. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  消化器疾患と漢方薬（Ⅰ） 

 5. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  消化器疾患と漢方薬（Ⅱ） 

 6. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  泌尿器疾患と漢方薬 

 7. 漢方薬の薬効とそのメカニズム 内分泌疾患・婦人科疾患と漢方薬 

 8. 漢方薬の薬効とそのメカニズム  疼痛・その他の疾患と漢方薬 

 9. 漢方薬の生体内運命  漢方薬の吸収，分布，代謝と薬効・副作用 

10. 漢方薬の副作用    一般的な副作用 重大な副作用 

11. 漢方薬の副作用    副作用の回避 薬物相互作用 

12. 漢方薬の複合効果  薬理学的複合効果 薬剤学的複合効果 

13. 定期試験  

   
 
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，演習，出席状況等から総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 漢方医療薬学の基礎 野村靖幸編（廣川書店） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬学生のための漢方医薬学 山田陽成ら編（南江堂） 

現代医療における漢方薬 日本生薬学会監修（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    授業を熱心に聞いて，よく復習すること。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    授業の前後の空き時間に質問，相談を受け付けます。    

 



 

 

創薬化学特論創薬化学特論創薬化学特論創薬化学特論    臨床薬学科，４年次半期（前期），必修，１単位  

医薬品化学研究室 教授 武田 収功 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
化学物質（医薬品）は，生体との相互作用により薬効を生むとともに副作用も発現することから，これからの

創薬には，化学物質と生体分子との相互作用，すなわち，構造活性相関に関する基礎知識を修得した上でリード

化合物に基づくドラッグデザインを実践する必要がある。 
本教科では，化学ライブラリー，化学的な構造活性相関に関する基礎知識を教授し，基本的な評価技術・理論

に基づいて設計された医薬品の具体例について解説する。さらにその最適化に関する基本的知識を修得させ，創

薬の現状を理解させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 医薬品の創製における知的財産権について概説できる。  
 2. 定量的構造活性相関のパラメーターを列挙し，その薬理活性に及ぼす効果について概説できる。 
 3. 心血管系を制御する心臓作用薬や高血圧症治療薬の化学構造を学ぶ。 
 4. 麻薬性鎮痛薬の生体内標的と化学構造を学ぶ。 
 5. 糖尿病治療薬の化学構造及び作用機序を学ぶ。 
 6. 抗菌剤の構造と作用メカニズムを学ぶ。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 創薬化学の基礎1 特許，ドラッグライク，ルールオブファイブ 
 2. 創薬化学の基礎2 デザイン，コンビナトリアルケミストリー 
 3. 循環器系薬 カルシウム拮抗薬，ACE阻害薬，ATⅡ拮抗薬 
 4. 抗菌薬 β－ラクタム，マクロライド，合成抗菌薬 
 5. 抗エイズ薬 逆転写酵素阻害薬，HIVプロテアーゼ阻害薬 
 6. 気管支喘息治療薬 H1，TXA2，LT受容体拮抗薬，Th2阻害薬 
 7. 糖尿病治療薬 スルホニル尿素薬，インスリン抵抗性改善薬 
 8. 抗がん剤１ アルキル化剤，代謝拮抗薬，抗腫瘍性抗生物質 
 9. 抗がん剤２ 分子標的抗がん剤，抗腫瘍モノクローナル抗体 
10. 中枢神経薬１ 抗精神病薬，抗うつ薬，パーキンソン病治療薬 
11. 中枢神経薬２ 抗痙攣薬，催眠薬，抗不安薬，全身麻酔薬 
12. 免疫抑制薬，鎮痛・抗炎症薬 免疫抑制薬，抗炎症薬，麻薬性鎮痛薬 
13. 定 期 試 験 1～12に対する習熟度試験を実施 

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 創薬科学・医薬化学 橘高敦史編（化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 化学系薬学 II.ターゲット分子の合成と生体分子・医薬品の化学（スタンダード薬学シリ

ーズ３）日本薬学会編（化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    医薬品開発について学ぶ    
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    随時対応    

 



 

 

院内感染防御院内感染防御院内感染防御院内感染防御論論論論    臨床薬学科，４年次半期（前期），必修，１単位  

実務実習教育センター 教授 榛葉 哲男 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

病院内での MRSA感染に端を発する院内感染の問題は、社会問題としてクローズアップされている。その背景として、

高齢者や免疫力の低下した患者への日和見感染発生の増加、抗生物質の乱用による薬剤耐性菌の増加などが上げら

れ、院内感染防止は各医療機関の最重要課題となっている。また昨年発生した新型インフルエンザのパンデミックなど

感染対策には、医師、薬剤師、看護師などすべての医療従事者の協力が大切である。本教科では主な院内感染の事例

をあげ、抗生物質の適正使用の推進のほか、医薬品の微生物汚染防止や消毒薬使用の推進など、薬剤師が感染防止

に果たす役割とその活動を熟知する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 院内感染の感染経路について説明できる。 
 2. 院内感染症の種類と原因菌について列挙できる。 
 3. 消毒薬の種類と特性について列挙できる。 
 4. ＩＣＴおよびサーベイランスについて説明できる。 
 5. 抗菌剤の種類と適応菌種について列挙できる。 
 6. 感染予防対策について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 院内感染とは  院内感染の定義と感染防御対策の目的について 
 2. 感染対策における薬剤師  ＩＣＴチームと薬剤師の役割について 
 3. 院内感染対策（1）  微生物、細菌の概要について 

 4. 院内感染対策（2） 薬剤耐性菌、細菌感染症について 
 5. 院内感染対策（3） ウイルス感染症について 
 6. 院内感染対策（4） ＨＩＶ感染症、性感染症について 
 7. 院内感染対策（5） 疥癬等、その他の感染症について 
 8. 抗菌薬の選択（1）  抗菌薬の種類について 
 9. 抗菌薬の選択（2） 抗菌薬のＴＤＭについて 
10. 抗菌薬の選択（3） 抗菌薬の適正使用について 
11. 消毒薬（1） 消毒薬の種類について  
12. 消毒薬（2） 消毒薬の調製について  
13. 定 期 試 験  

   
 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 講義,定期試験、出席状況、レポートなどによる評価。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬剤師のための感染制御マニュアル 第2版 （薬事日報社） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬剤師のための感染防御標準テキスト 神谷晃著 （じほう） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    院内感染の原因、防止対策を薬剤師としてどう参画するか理解してほしい。    

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業前日の昼休みなど空き時間に質問、相談があれば受け付けます。    
 



 

 

ゲノム創薬論ゲノム創薬論ゲノム創薬論ゲノム創薬論    臨床薬学科，４年次半期（後期），必修，１単位 

薬理学研究室 教授 大森 健守 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
ヒトゲノム解析が終了した現在，ゲノム創薬による新薬開発への期待が強く，分子標的薬剤の開発時代を迎え

ている。 
本教科ではゲノム情報を活用し，医薬品を論理的かつ効率的に創り出すゲノム創薬について講義する。具体的

には，１）がん，糖尿病、関節リウマチ，高血圧症など多くの疾患の原因となる関連遺伝子の解析法，２）病気

に関与するタンパク質の立体構造の解明による薬物分子のデザイン，３）個人の遺伝子の多様性などを学ばせる。

これらを通してゲノム情報に基づいて，より高活性かつ選択的でしかも副作用の少ない新薬の探索法と情報の活

用法を修得させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 遺伝子組換え医薬品を列挙し，その特色と有用性および安全性を説明できる。 
 2. 遺伝子治療の原理，方法，現状，および倫理的問題点を概説できる。 
 3. ヒトゲノムの構造と多様性を説明できる。 
 4. 遺伝子多型およびその解析方法について概説できる。 
 5. 疾患関連遺伝子，およびその情報の薬物療法への応用例を挙げ概説できる。 
 6. 再生医療の原理，方法，現状，および倫理的問題点を概説できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ゲノム創薬概論 ゲノム，遺伝子，遺伝子多型(SNP) 
 2. ゲノム創薬概論 DNA塩基配列の決定法 
 3. ゲノム創薬概論 バイオインフォマティクス 
 4. 遺伝子の機能解析 トランスジェニック，ノックアウト動物 
 5. 遺伝子診断 ゲノム情報による疾患関連遺伝子の同定 
 6. 遺伝子組換え医薬品 組換え医薬品の生産と問題点 
 7. 遺伝子組換え医薬品 インスリン，エリスロポエチン，G-CSF 
 8. 抗体医薬品（抗がん薬） トラスツマブ，リツキシマブ，ベバシズマブ 
 9. 抗体医薬品（抗リウマチ薬） インフリキシマブ，トシリズマブ 
10. 分子標的薬 抗がん薬イマチニブ，ゲフィチニブ 
11. 遺伝子治療薬 遺伝子治療対象疾患（ガン，血友病など） 
12. 再生医療 ES細胞および iPS細胞の実用化 
13. 定 期 試 験  

.   
 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績と出席状況を考慮して評価する。         
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「ゲノム創薬論」 大森健守 （横浜薬科大学出版会） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「ゲノム医学からゲノム医療へ」 中村祐輔編集 （羊土社） 

「ゲノムワールド」 杉浦麗子編集 （京都廣川書店） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    ゲノム研究の進展によって開発された新規医薬品と，その臨床応用について理解して欲しい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業日の昼休みなど空き時間に質問して下さい。また，アドレスを教えますのでメールで質問

や疑問を投げかけて下さい。 
 



 

 

食品安全性学食品安全性学食品安全性学食品安全性学    健康薬学科，４年次半期（前期），必修，１単位 

 食化学研究室 教授 石﨑 睦雄 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            

人々の健康に対する関心が高まり，食を通じて疾病を予防し，健康を保持しようとする風潮にある。一方，食品そのものから

食器の材質にいたるさまざまな食関連物質の有害性の情報が欠如し，食の安全性に対して一般市民の不安を増加させてい

る。このため，食品の成分や食器・容器の溶出成分の安全性に対する正しい知識の必要性が指摘されている。 

本教科では，食関連物質の毒性試験，食品安全に関するリスク分析法，食のリスクコミュニケーション，リスクマネージメント

について解説し，食品安全性評価の手法を修得させる。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 代表的な食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物や化学物質の性質、症状、原因食品および予防方法について

説明できる。 

 2. 化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。 

 3. 毒性試験の結果を評価するのに必要な量―反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。 

 4. 化学物質の安全摂取量（1 日許容摂取量など）について説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 食品の安全性、 食品安全基本法および関連法規と食品衛生行政 

 2. リスク分析 リスク分析の構成要素 

 3. 安全性評価 危害要因 

 4. 安全性評価 安全性試験 

 5. 安全性評価            暴露評価、許容量の設定 

 6. リスク評価とリスク管理 食品添加物 

 7. リスク評価とリスク管理 残留農薬・発がん物質 

 8. リスク評価とリスク管理 BSE・遺伝子組み換え食品 

 9. リスク評価とリスク管理 食品アレルギー・照射食品 

10. リスク評価とリスク管理 食中毒 

11. リスク評価とリスク管理 HACCP、 

12. リスク評価とリスク管理              トレーサビリティ 

13. 定 期 試 験  

   
 

方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 食品安全学  中村好志 西島基弘 編著 （同文書院） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 食の安全と安心を守る  黒川 清ら （日本学術協力財団） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    食品が潜在的に持つ多くの健康危害要因について理解を深め、広範な視点から安全性評価

やリスク管理が行われることを知ってほしい。 

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業日の昼休みなど空き時間に質問、相談があれば受け付けます。 

 



 

    
感染予防特論感染予防特論感染予防特論感染予防特論    健康薬学科，４年次半期（前期），必修，１単位  

感染予防学研究室 教授 向井 鐐三郎 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要））））    
病原微生物の感染から生体を守ることは，健康を維持していく上で，重要なことである。とくに近年，エボラ

出血熱やエイズなどの新興感染症，結核やマラリア等の再興感染症が出現し，新しい時代の感染症対策が求めら

れている。また，最近ではＢＳＥや鳥インフルエンザなども大きな社会問題となっている。 
本教科では薬剤師に必要な新興感染症の感染予防のための対策（ワクチン，消毒薬など），食品衛生・環境衛生

上の予防対策などについて詳しく講義する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 感染症成立の要因について説明できる。 
 2. 微生物感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 
 3. 予防接種の原理と主なワクチン(生－, 不活化－, 混合－ワクチン,トキソイド)の説明ができる。 
 4. 予防接種について，その種類と実施状況を説明できる。 
 5. 滅菌, 消毒, 防腐, 殺菌, 静菌の概念を説明でき，主な消毒薬を適切に使用できる。 
 6. 食品衛生・環境衛生上の予防対策について説明ができる。 
 7. 感染症法（検疫法）の基本的視点，主な規定と対策について説明ができる。 
 8. 院内感染，日和見感染，耐性菌，新興・再興感染症などの説明とその対策が説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 序論 講義概要，現代の感染症の特徴（集落，都市，グローバル化，温暖化 etc） 
 2. 感染症の基礎知識       細菌・ウイルスの増殖 感染症成立の要因（感染源, 伝播経路, 感受性宿主） 
 3. 感染時の生体反応 感染と生体防御 (微生物感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 
 4. 予防接種1         予防接種について，その種類と実施状況を説明出来る。 
 5. 予防接種2 主なワクチン(生－, 不活化－, 混合－ワクチン,トキソイド)の説明ができる。 
 6. 感染の制御 (消毒) 滅菌と消毒 (消毒薬の選択，院内感染の防止，プリオンへの対策) 
 7. 食品・環境・衛生     食中毒，食品の防腐・調理器具の消毒，有害生物(衛生害虫 etc)の除去。 
 8. 感染症法 検疫法    感染症法（検疫法）の基本的視点，主な規定と対策について説明ができる。 
 9. １類～５類感染症 これらの感染症の特徴と発生状況について説明ができる。 
10. 細菌感染症の予防 結核，病原性大腸菌，レジオネラ，淋病，肺炎球菌 etc. 
11. ウイルス感染症の予防 肝炎ウイルス，HIV, HTLV-I，インフルエンザ，高病原性鳥インフルエンザ 
12. 現代の課題          院内感染，耐性菌，新興再興感染症，バイオテロリズム 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略  講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  定期試験および出席状況から総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「わかりやすい薬科微生物薬品学」（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「一目でわかる微生物学と感染症」（メディカルサイエンスインターナショナル） 

「一目でわかる薬理学」（メディカルサイエンスインターナショナル） 
スタンダード薬学シリーズ ４. 生物系薬学 I. 生命体の成り立ち（東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    教科書の予習・復習 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    授業日の休み時間，放課後研究室へきてください(夕方18:00頃まで)。 



 

    

生活習慣病特論生活習慣病特論生活習慣病特論生活習慣病特論    健康薬学科，４年次半期（後期），必修，１単位  

臨床薬理学研究室 教授 出浦 照國 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
高齢社会の到来とともに，さまざまな生活習慣病がクローズアップされている。これらの生活習慣病の種類・

動向，リスク要因，生活習慣との関わりなどの概要は公衆衛生学で学ぶ。 
本特論は，生活習慣病に関するより深い知識を修得させ，人々の生活習慣病予防を指導できる能力を身につけ

させることを目標とする。そのため，各生活習慣病を発症させるさまざまな要因，生活習慣病に罹患した際の処

置，さらに，生活習慣病の具体的予防法についてさらに詳しく解説する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 生活習慣病の概念の歴史的背景を述べることができる 
 2. 生活習慣病の社会的背景と医学的位置づけを述べることができる 
 3. 生活習慣病を構成する疾患の病態生理を個々に説明できる 
 4. 生活習慣病を構成する各疾患の自然経過と予後を説明できる 
 5. 生活習慣病を構成する各疾患の治療について述べることができる 
 6. 生活習慣病の予防について個々に述べることができる 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 生活習慣病の概念とこれを構成する疾患の概略 
 2. 栄養・食生活と生活習慣病（1） 動脈硬化症，心疾患（狭心症，心筋梗塞） 
 3. 栄養・食生活と生活習慣病（2） 心疾患（心不全）脳血管疾患（脳梗塞，脳血栓，脳出血） 
 4. 栄養・食生活と生活習慣病（3） 高血圧 
 5. 栄養・食生活と生活習慣病（4） 高血圧と食塩 
 6. 栄養・食生活と生活習慣病（5） 糖尿病 
 7. 栄養・食生活と生活習慣病（6） 糖尿病の予防と食事療法 
 8. 栄養・食生活と生活習慣病（7） 脂質代謝異常症，高尿酸血症 
 9. 栄養・食生活と生活習慣病（8） 肥満，メタボリック症候群 
10. 運動習慣と生活習慣病 身体活動，運動，休養，睡眠と各種疾患 
11. 喫煙と生活習慣病 喫煙による健康被害，受動喫煙，禁煙 
12. 飲酒と生活習慣病 アルコールによる各種疾患（肝・膵・循環器疾患など） 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験と出席状況 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 病気が見える３ 糖尿病・代謝・内分泌 医療情報科学研究所編 メディックメディア社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 講義中に適宜お知らせする 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    生活習慣病は国民一人ひとりの自覚と自立によって予防され治療される。これを専門的に

かつ直接的に指導するのが薬剤師・医師・栄養士・看護師の4領域であり，その中でも重

要な位置を占めるのが薬剤師であるという自覚を持つことお願いしたい。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    面会は大歓迎です。研究室に在席するのは毎週金曜日です。授業の前後や昼休みでもどう

ぞ。希望があれば他の曜日も予約によって対応できます。 



 

 

薬局方試験法薬局方試験法薬局方試験法薬局方試験法    ４年次半期（前期），必修，１単位  

                                               薬品分析学研究室 准教授 宮代 博継 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・・・・授業概要）授業概要）授業概要）授業概要）        

日本薬局方は，医薬品の規格に関する公定書である。薬局方に記載されている医薬品には，各品目ごとに定性反応や定
量反応などの試験法が定められている。薬剤師にとって，これらの試験法の修得は極めて重要である。局方医薬品の多くは
有機化合物であり，それらの定性反応や定量反応は構造や官能基の特徴を反映している。本講義では，薬局方に記載されて
いる各種試験法の中でも化学的手法に基づいた試験法について，それぞれに対応する医薬品の例をあげながらその原理と
適用法，実施する上での注意点などを修得させる。 
    到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。［C2(2)-1-1,ⅡSBO 13］ 
 2. 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し，その内容を説明できる。［C2(2)-1-2,ⅡSBO 14］ 
 3. 日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度試験を列挙し，その内容を説明できる。［C2(2)-1-3,ⅡSBO 15］ 
 4. 日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる［C2(2)-2-3,ⅡSBO 18］ 
 5. 日本薬局方収載の容量分析法について列挙できる。［C2(2)-2-4,ⅡSBO 19］ 
 6. 紫外可視吸光度測定法の原理を説明し，生体分子の解析への応用例について説明できる。［C3(1)-1-1,ⅢSBO 1］ 
 7. 蛍光光度法の原理を説明し，生体分子の解析への応用例について説明できる。［C3(1)-1-2,ⅢSBO 2］ 
 8. 赤外・ラマン分光スペクトルの原理と，生体分子の解析への応用例について説明できる。［C3(1)-1-3, ⅢSBO 3］ 
 9. 核磁気共鳴スペクトル測定法の原理を説明できる。［C3(1)-2-1,ⅢSBO 7］ 
 授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 序論 薬局方の意義，歴史，構成，各条品目の収載基準 

 2. 通則 通則各項の解説 

 3. 一般試験法－物理的試験法 液体クロマトグラフィー 

 4. 一般試験法－物理的試験法 ガスクロマトグラフィー 

 5. 一般試験法－物理的試験法 薄層クロマトグラフィー 

 6. 一般試験法－物理的試験法 核磁気共鳴スペクトル測定法 

 7. 一般試験法－物理的試験法 蛍光光度法，原子吸光光度法 

 8. 一般試験法－物理的試験法 紫外可視吸光度測定法，旋光度測定法 

 9. 一般試験法－物理的試験法 赤外吸収スペクトル測定法 

10. 純度，確認試験法 無機化学的試験法，定性反応 

11. 純度，確認試験法 有機化学的試験法 

12. 定量法 滴定終点検出法 

13. 定 期 試 験 薬局方試験法1～12 に対する習熟度確認試験の実施 

   

 方方方方 略略略略 講義 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，学業姿勢により総合的に評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 
１．「第十五改正日本薬局方解説書」（廣川書店） 
２．「ｽﾀﾝﾀﾞー ﾄ゙薬学ｼﾘｰｽﾞ 2 物理系薬学Ⅱ．化学物質の分析 第2版」日本薬学会 編（東京化学同人） 
３．「ｽﾀﾝﾀﾞー ﾄ゙薬学ｼﾘｰｽﾞ 2 物理系薬学Ⅲ．生体分子・化学物質の構造決定」日本薬学会 編（東京化学同人） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 

１．「ｽﾀﾝﾀﾞー ﾄ゙薬学ｼﾘｰｽﾞ 2 物理系薬学Ⅳ．演習編」日本薬学会 編（東京化学同人） 
２．「ｽﾀﾝﾀﾞー ﾄ゙薬学ｼﾘｰｽﾞ 3 化学系薬学Ⅳ．演習編」日本薬学会 編（東京化学同人） 
３．「CBT対策と演習 分析化学」薬学教育研究会 編（廣川書店） 
４．「CBT対策と演習 機器分析」薬学教育研究会 編（廣川書店） 
５．「CBT対策と演習 医薬品化学」薬学教育研究会 編（廣川書店） 
６．「CBT対策と演習 有機化学」薬学教育研究会 編（廣川書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    ６年制薬学部のための「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に沿って勉強してください。 
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー    いつでも研究室へお越しください。予約されると確実です。 



 

 

公衆衛生学公衆衛生学公衆衛生学公衆衛生学    ４年次半期（前期），必修，１単位  

公衆衛生学研究室 准教授 加藤 輝隆  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
公衆衛生学は，人の集団である地域や社会の保健衛生を対象とし，保健衛生状況を科学的に分析，その問題点

を明らかにして疾病の予防と健康増進に寄与するための学問である。本教科では，保健統計（人口動態，国勢調
査など）の現状，疫学調査の概念・役割，疫学の種類と方法，さらに疫学データの解釈について教授する。また，
疾病予防の観点から，感染症や生活習慣病の予防対策，さらに母子保健，学校保健，産業衛生，衛生行政・衛生
関係法規などを概説する。この講義を通して，保健衛生も薬学の重要な分野であることを認識させる。 

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 健康と疾病の概念の変遷と，その理由を説明できる。 

 2. 疾病の予防について，一次，二次，三次予防という言葉を用いて説明できる。 

 3. 集団の健康と疾病の現状を把握する上での人口統計の意義を概説できる。 

 4. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明できる。 

 5. 死因別死亡率の変遷について説明できる。 

 6. 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。 

 7. 疫学の種類（記述疫学，分析疫学など）とその方法について説明できる。 

 8. 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 

 9. 生活習慣病のリスク要因を列挙できる。 

10.  主な職業病を列挙し，その原因と症状を説明できる。 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 健康と疾病 健康の定義と疾病構造 

 2. 疾病予防 公衆衛生学の対象集団と予防医学 

 3. 人口統計(1) 人口静態統計と人口動態統計 

 4. 人口統計(2) 人口の推移と人口構造の変化 

 5. 健康の指標と衛生統計 死亡の動向と受療状況 

 6. 疾病予防のための疫学(1) 疫学的方法による病因解明 

 7. 疾病予防のための疫学(2) 患者・対照調査 

 8. 疾病予防のための疫学(3) 要因・対照調査 

 9. 母子保健と学校保健 少子化社会の健康増進対策 

10. 産業保健と職業病 働く人の健康管理と労働安全衛生 

11. 生活習慣病の予防医学(1) 癌の疫学と予防対策 

12. 生活習慣病の予防医学(2) 循環器系疾患の疫学と予防対策 

13. 定 期 試 験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

 
方方方方 略略略略 講義    
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席状況などによる総合評価    

教 科教 科教 科教 科 書書書書 「第４版 衛生薬学－健康と環境－」井村伸正，渡部 烈 編（丸善)    

参 考参 考参 考参 考 書書書書 
「スタンダード薬学シリーズ５ 健康と環境」日本薬学会 編（東京化学同人） 
「国民衛生の動向」厚生の指標 臨時増刊（厚生統計協会） 
「法令学習支援用データベース（医療，福祉，資源・エネルギー，環境 編）」法令学習
支援データベース研究会 編（横浜薬科大学公衆衛生学教室）〔希望者に貸し出します〕 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    人の健康に関するさまざまな報道には，常に関心を持って接してください。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    いつでも研究室へ来て下さい。ただし，野外調査や学会等で不在の時もあります。    



 

 

薬理学Ⅲ薬理学Ⅲ薬理学Ⅲ薬理学Ⅲ    ４年次半期（前期），必修，１単位   

                                    薬理学研究室 教授 山田 潤 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
薬理学は，薬物の生体に対する作用および作用機序を理解するための基本的知識であり，薬物療法における医

薬品の選択と用法に関する学問である。 
本教科では，種々の疾患の治療に用いる薬物群として，消化器系薬，血液・造血器官作用薬，抗病原微生物薬，

抗腫瘍薬，ホルモン関連薬物（糖尿病治療薬を含む）などの薬理作用・機序，臨床的適応，副作用，相互作用お

よび使用方法等を各疾病と関連づけながら解説する。これらにより，各疾病の治療に必要な薬物の基礎知識を修

得させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 消化器系に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 2. 血液・造血器に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 3. 病原微生物に作用する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 4. 代表的な抗腫瘍薬を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 5. 代表的なホルモン関連薬物を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 消化器系に作用する薬物Ⅰ 消化性潰瘍の病態と治療薬 
 2. 消化器系に作用する薬物Ⅱ 消化管機能調整薬，肝疾患，胆道系疾患治療薬 
 3. 消化器系に作用する薬物Ⅲ 膵炎治療薬，腸管に作用する薬物 
 4. 血液・造血器官に作用する薬物Ⅰ 血液の組成と疾病，貧血治療薬，白血球減少症治療薬 
 5. 血液・造血器官に作用する薬物Ⅱ 抗血栓薬，止血薬，輸液製剤 
 6. 血液・造血器官に作用する薬物Ⅲ 血液製剤，抗高脂血症薬 
 7. 抗病原微生物薬Ⅰ 感染と感染症，抗菌薬（１） 
 8. 抗病原微生物薬Ⅱ 抗菌薬（２），抗結核薬，抗ウィルス薬 
 9. 抗病原微生物薬Ⅲ 抗真菌薬，抗原虫薬，駆虫薬，消毒薬 
10. 抗腫瘍薬 腫瘍について，および抗腫瘍薬 
11. ホルモン関連薬物Ⅰ   ホルモンの分類と生理作用，視床下部・下垂体・甲状腺ホルモン 
12. ホルモン関連薬物Ⅱ カルシウム調節ホルモンおよび骨粗鬆症と治療薬，膵臓ホルモンお

よび糖尿病治療薬 
13. ホルモン関連薬物Ⅲ 副腎皮質・髄質ホルモン，性ホルモン，消化管ホルモン 
14. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポート，出席状況を考慮して評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「新薬理学テキスト」佐藤 進 編（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 NEW薬理学 田中千賀子 他編（南江堂），病態生理と治療薬 中島光好監修 

 (じほう出版)，機能形態学 櫻田忍 他編（南江堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬理作用を理解するためには，生理学，機能形態学，生化学，病態学などの知識を必要と

する。単に薬物名を丸暗記するのではなく，関連教科と有機的に関連づけて，応用力を養

うように努力すること。 
オフィオフィオフィオフィスアワスアワスアワスアワーーーー    随時対応します。 

 



 

 

病態生化学病態生化学病態生化学病態生化学    ４年次半期（前期），必修，１単位   

                                                                  生体防御学研究室 教授 白木 洋  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
病態生化学は，疾病を理解するために細胞レベルや分子レベルで生化学的側面から解明する学問であり，有用

な治療法を見いだす可能性を秘めている。種々の疾患は，その発症，病態進行のメカニズム，症状の現われ方な

どが様々であることから，理解することは容易ではない。本教科では，代表的な疾患に関わる罹患臓器や組織に

ついての生理学・生化学の基本概念を教授する。それらを踏まえて病気の原因またはその病因，診断の基準とな

る臨床症状，薬物や食事による治療法の基礎なども修得する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））        （C14-(1)-2−1～11） 

 1. 肝臓機能検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 2. 腎臓機能検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 3. 呼吸機能検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 4. 心臓機能検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 5. 血液および血液凝固検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 6. 内分泌・代謝疾患検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。  
 7. 感染時および炎症時に認められる代表的な臨床検査値の変動を述べることができる。  
 8. 悪性腫瘍に関する臨床検査を列挙し，推測される腫瘍部位を挙げることができる。 

 

授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・内容）内容）内容）内容）    
 1. 臨床検査とは 検査の方法と精度管理 
 2.  検査基準値と病態識別値 
 3. 血液化学検査 血漿タンパク質，血球，尿 
 4.  非蛋白性含窒素化合物 
 5.  糖質，脂質，胆汁色素 
 6.  酵素，電解質 
 7.  免疫学的検査，腫瘍マーカー 
 8. 生理機能検査 栄養状態，炎症 
 9.  糖尿病 
10.  肝機能 
11.  腎機能 
12.  呼吸機能，膵機能 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポートなどの結果を総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬学生のための臨床化学 後藤順一，片山善章（編）（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダート薬学シリーズ６ 薬と疾病 Ⅱ 薬物治療（１） 日本薬学会（編）（東京化

学同人）    
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    病気発症で引き起こされている生体成分の生化学的変動を理解してほしい 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので，予め連絡

してください。 
 



 

 

薬物動態学Ⅱ薬物動態学Ⅱ薬物動態学Ⅱ薬物動態学Ⅱ    ４年次半期（前期），必修，１単位        

薬物動態学研究室 准教授 弓田 長彦  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要））））    
調剤した薬物の生体内での動態を知ることは，医薬品の適正使用，患者への服薬指導あるいは投薬にかかわる

リスクマネージメントの上で極めて重要なことである。 
本教科では，薬物動態学Ⅰで学んだ薬物の生体内動態に関する基礎知識を基に，速度論による薬物動態解析法，

各種薬物投与時の薬物血中濃度解析法とTDMの具体例，薬物投与設計などに関する基礎事項について教授する。

また，薬物の生体内動態により発現する副作用や薬物間の相互作用，食品あるいは嗜好品との相互作用について

も解説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. コンパーメントモデル解析法を説明できる。 
 2. 生理学的モデルおよびモーメント解析法を説明できる。 
 3. 点滴静注時の血中濃度の挙動を説明できる。 
 4. 連続投与における血中濃度の計算ができる。 
 5. TDM の具体例を列挙でき，薬物投与設計ができる。 
 6. 薬物の体内動態が変動する要因を列挙できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 薬物速度論（1） 薬物速度論の基礎 
 2. 薬物速度論（2） 薬物の尿中排泄の解析 
 3. 薬物速度論（3） 経口投与時の血中濃度 
 4. 薬物速度論（4） 線形2 ーコンパートメントモデル 
 5. 薬物速度論（5） 生理学的モデル 
 6. 薬物速度論（6） モーメント解析法 
 7. 薬物投与計画（1） 点滴静注 
 8. 薬物投与計画（2） 連続投与 
 9. バイオアベイラビリティ バイオアべイラビリティの評価の意義と方法 
10. TDM TDM の具体例と薬物投与設計 
11. 薬物動態の変動要因（1） 薬物相互作用 
12. 薬物動態の変動要因（2） 疾病 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「NEW パワーブック生物薬剤学」金尾義治 他編（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 対話と演習で学ぶ薬物速度論 編集 伊賀勝美他（廣川書店） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    臨床において，より良い服薬指導・投与設計を行うことが出来るように，薬物動態の知識

をしっかりと身につけてください。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問や相談があれば，いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし学会等で不在

の時もあります。  



 

 
薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ    ４年次通年（前期），必修，２単位         

薬物治療学研究室  教授 小野寺憲治 
 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

薬物治療学Ⅱでは，病態生理学，薬理学，臨床生化学などで学んだ医療系基礎知識をもとにして，実際の薬物治療を

行う際に必要となる治療薬の選択や投与方法，患者の服薬指導など留意すべき事項を学習させる。講義では，生殖器の

疾患，腎臓・泌尿器系疾患，循環器系疾患，消化器系疾患，感覚器の疾患，発熱を伴う疾患に対する薬物治療について

順次，教授する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   発熱を伴う主要な疾患に対する適切な治療薬及びその使用上の注意について説明できる。 

2.   男性・女性生殖器に関する疾患を挙げて、適切な治療薬及びその注意点について説明できる。 

3.   腎臓・尿路における代表的な疾患を挙げて、適切な治療薬及びその注意点について説明できる。 

4.   呼吸・循環器に関する代表的な疾患を挙げて、適切な治療薬及びその注意点について説明できる。 

5.   消化器の部位別に代表的な疾患を挙げ、適切な治療薬及びその使用の注意点について説明できる。 

6.   耳鼻科・眼科・皮膚科に関する疾患を挙げて、適切な治療薬及びその注意点について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
                                                                            （以下の疾病に対する適切な治療薬とその注意） 

 1. 総論；処方と薬理 総合感冒薬の処方の組成とそれぞれの配合目的を理解

し、相互作用について配慮する。 
 2. 発熱を伴う疾患に関する薬物治療 マラリア、ホジキンリンパ腫 
 3. 脳神経系の疾病に関する薬物治療 頭痛の適切な治療薬の選択と使用上の注意について 
 4. 脳神経系の疾病に関する薬物治療 不眠の適切な治療薬の選択と使用上の注意について 
 5. 腎臓，泌尿器系の疾病に関する薬物治療 糖尿病性腎症および高血圧との合併症 
 6. 腎臓，泌尿器系の疾病に関する薬物治療 腎不全、ネフローゼ、糸球体腎炎、薬剤性腎炎 
 7. 膀胱，泌尿器系の疾病に関する薬物治療 膀胱炎、尿路感染症、夜尿症、頻尿、結石 
 8. 呼吸・循環器系の疾病に関する薬物治療 アテローム性疾患の適切な治療薬の選択と使用上の注意

について心原性ショックによる循環器不全と低血圧 
 9. 耳鼻科・眼科・皮膚科に関する薬物治療 緑内障、白内障、めまい、中耳炎、 
10. 消化器系の疾病に関する薬物治療 潰瘍性大腸炎、クローン病、膵炎 
11. 消化器系の疾病に関する薬物治療 胆道炎、黄疸、アルコール性肝炎 
12. 生殖器系の疾病に関する薬物治療  前立腺肥大症、前立腺がん、ED、子宮内膜炎、閉経、カ

ンジダ症 
13. 定 期 試 験  

  

方方方方 略略略略    講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法    定期試験、小テストによる総合評価 

教 科教 科教 科教 科 書書書書    「わかりやすい薬の効くプロセス2010」小野寺憲治編 ネオメディカル社 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    「コメディカルによるバイタル異常・急変・ME機器でのアラームサインへのアプローチ 

～緊急治療を要する疾患の病態生理と薬物治療〜」小野寺憲治他，薬事日報社 

「疾病・病態マニュアル」（改訂2版） 岡野善郎他，南山堂 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬物治療学を十分に理解するためには、薬理学、病態生理学、病態生化学などの分野の知識

を総動員して取り組む必要がある。そのために特に薬の名前・作用・副作用・禁忌をしっか

り覚えて授業に臨むこと。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば、いつでも結構ですので研究室(D31)へお越し下さい。 



 

 

薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ薬物治療学Ⅱ    ４年次通年，必修，２単位（後期分）     

薬物治療学研究室 教授 野村 靖幸  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
薬物治療学Ⅱでは，病態生理学，薬理学，臨床生化学などで学んだ医療系基礎知識をもとにして，実際の薬物治療を

行う際に必要となる治療薬の選択や投与方法，患者の服薬指導など留意すべき事項を学習する。また，薬物を有効か

つ安全に使用するために，薬物治療には薬学で学ぶ知識を総合的に活用することの必要性を理解し，自ら最新の薬物

および医療情報を検索して身につける態度も学習する。講義では，神経・筋肉関連疾患，精神・中枢神経系関連疾患，

糖質・脂質・核酸代謝関連疾患，内分泌疾患，ならびに感染症，悪性腫瘍に対する治療薬について順次，教授する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 神経・筋疾患，精神疾患，代謝性疾患，および感染症，悪性腫瘍について，症状や臨床検査値から診断し，

疾患を推定できる。 
 2. 神経・筋疾患，精神疾患，代謝性疾患，内分泌疾患，および感染症，悪性腫瘍について，診断に基づき，適

正な治療薬を選択し，また適正な処方を提案出来る。 
 3. 神経・筋疾患，精神疾患，代謝性疾患，および感染症，悪性腫瘍の治療薬，ならびに処方に関し，使用上の

注意，副作用を説明できる。 
 4. 神経・筋疾患，精神疾患，代謝性疾患治療薬，および化学療法剤の作用機序，体内動態を説明できる。 
 5. 神経・筋疾患，精神疾患，代謝性疾患，および感染症，悪性腫瘍について，薬物療法とともに他の治療法（運

動療法，食事療法等）や日常生活上の留意点が分かる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 神経・筋関連疾患治療薬（１）   重症筋無力症 
 2. 神経・筋関連疾患治療薬（２）  パーキンソン病 
 3. 精神・中枢神経系関連疾患治療薬（１） 統合失調症 
 4. 精神・中枢神経系関連疾患治療薬（２） うつ病 
 5. 精神・中枢神経系関連疾患治療薬（３） 神経症・心身症 
 6. 精神・中枢神経系関連疾患治療薬（４） 認知症（アルツハイマー型，脳血管型） 
 7. 糖質・脂質・核酸代謝関連疾患治療薬（１） 糖尿病，肥満 
 8. 糖質・脂質・核酸代謝関連疾患治療薬（２） 高脂血症，痛風 
 9. 内分泌疾患治療薬 クッシング症候群，バセドー病，尿崩症 
10. 化学療法剤（１） 感染症（１） 
11. 化学療法剤（２） 感染症（２） 
12. 化学療法剤（３） 悪性腫瘍（１） 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席状況による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書  
参 考参 考参 考参 考 書書書書 １）「分かりやすい疾患と処方薬」，佐藤哲男監修，アークメデイア社 

２）2008 年「ファーマシユーテイカルノート：疾病と薬物治療学」第 2 版，百瀬弥寿徳

編，医学評論社，2008年 
３）「薬学教科書シリーズ9 薬物治療学）手井みどり，三木知博，化学同人，2009年 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    医療薬学系の基礎学力を動員して，疾病の薬物治療の知識と考え方を履修すること。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    いつでも，図書館棟18階（私のオフイスルーム）にお出で下さい。    



 

 

薬事関係法規・制度薬事関係法規・制度薬事関係法規・制度薬事関係法規・制度    ４年次半期（前期），必修，１単位           

                                       非常勤講師 喜多代 晋 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要    ））））        

薬剤師の任務は，薬によって医療を推進し，かつ薬事衛生全般をつかさどることによって，国民の健康な生活を確保

することを目的とする。この任務を遂行するには，医薬品およびわが国の医療制度に関する法的知識を薬剤師が心得て

おくことが不可欠である。 

本教科では，薬剤師の規範となる薬剤師法をはじめとして，薬事法，麻薬および向精神薬取締法などを教授する。ま

た，医療法，医療保険各法，高齢者医療法および介護保険法などの医療福祉制度に関する法的知識も講述する。さら

に，薬剤師の守秘義務に違反した場合の法的措置についても述べる。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 薬剤師に必要な倫理，関連する法令を説明できる。 

 2. 薬事法・薬剤師法の重要な項目を列挙し，その内容を説明できる。 

 3. 医療法，医薬品副作用被害救済について，その制度と内容を概説できる。 

 4. 麻薬及び向精神薬取締法，覚せい剤取締法，毒物及び劇物取締法を概説できる。 

 5. 社会保障制度，介護保険制度，高齢者医療保健制度，保険薬剤師療養担当規則，保険医療養担当規則等を説明

できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 法，倫理，責任 医療における法規制の必要性に関して概説し，医療の担い手とし

ての倫理的責任を解説する。 

 2. 薬事法（規制体系の概念，対象物の定義） 法規制の目的と対象物に関して解説する。 

 3. 薬事法（医薬品製造販売，製造業，医薬品製

造販売承認の規制） 

医薬品等の製造販売，製造業及び医薬品製造販売承認に関して解

説する。 

 4. 薬事法（再審査，再評価制度） 再審査及び再評価制度に関して解説する。 

 5. 薬事法（薬局，医薬品，副作用） 薬局に関する規制，毒薬，劇薬等に関する講義。 

 6. 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法 医薬品医療機器総合機構法に関して講義する。 

 7. 薬剤師法（概要，薬剤師免許，任務） 薬剤師法の概要，任務等に関して講義する。 

 8. 薬剤師法（調剤業務と規制） 調剤業務に関する法規制に関して解説する。 

 9. 麻薬・覚せい剤等の取締法 麻薬，向精神薬取締法，大麻取締法等に関して解説する。 

10. 毒物及び劇物取締法 毒物及び劇物取締法に関して解説する。 

11. 血液製剤に関する規制及び医療法 血液剤剤，医師法等関して解説する。 

12. 医療保険関係法 保険薬剤師療養担当規則等に関して講義する。 

13. 定 期 試 験 習熟度試験の実施 

 

方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，出席状況により評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 講義毎プリントを配布する 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 第18 版 薬事法・薬剤師法 毒物及び劇物取締法解説（薬事日報社） 

薬事法規・制度 マニュアル 改訂８版（南山堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    教科として理解するのではなく，医療に応用可能になるようにしてください。 

オ フ ィ ス ア ワ ー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。    



 

 

医薬品情報学医薬品情報学医薬品情報学医薬品情報学    ４年次半期（前期），必修，１単位                                  

                                       非常勤講師 岩瀬 博明 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
医薬品は，その情報と一体となってはじめてその目的を達成できる。医薬品の適正使用およびリスクマネージメ

ントの観点から，薬物治療に必要な最新の医薬品情報を医療チームはもちろん患者に提供することは，医療機関で

働く薬剤師の重要な業務に位置づけられている。 
本教科では，医薬品情報の収集源（文書，コンピュータデータベースなど），入手情報の整理・分類法，適正な

解析による評価法，情報の加工・管理法等について解説する。さらに，これらの医薬品情報の活用の現状と問題点

および今後の展開についても考察を加える。 
 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

1. 医薬品としての必須の情報を説明できる。 
2. 医薬品情報源の1次, 2次, 3次資料についてそれらの特徴を説明できる。 
3. 情報源を選択しその中から必要な情報を選択できる。 
4. 代表的な薬害について説明し、再発防止について説明できる。 
5. 医薬品添付文書、インタビューフォームの必要性を説明できる。 
6. 医薬品データーベースを列挙しその特徴を説明できる。 
7. 医薬品の効能・効果、用法・用量、副作用、相互作用などを目的に合わせ検索できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 薬害と医薬品情報の重要性 過去の薬害について 
 2. 医薬品の研究開発の流れと情報 医薬品の開発の流れから得られる情報 
 3. 情報源Ⅰ  一次、二次、三三三三次資料についての説明 
 4. 情報源Ⅱ 医薬品添付文書、インタビューフォームの読み方 
 5. 医薬品情報の検索と収集 3，4を利用して必要な情報を収集する方法 
 6. 医薬品情報の評価、情報加工伝達 情報の適正使用を目的とした提供方法 
 7. 医薬品情報の再構築 使用目的に応じた情報の取捨選択 
 8. 副作用と情報 医薬品副作用情報の収集および評価 
 9. 病院・診療所薬局に於ける情報 病院・診療所薬局で必要な情報を理解する 
10. 薬局・卸に於ける医薬情報 薬局・卸で必要な情報を理解する 
11. 企業における医薬情報 企業で必要な情報を理解する 
12. 各種データーベースについて 国内で使用可能なデーターベースについて 
13. 定 期 試 験 習熟度試験の実施 

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 レポート、出席、定期試験の総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 医薬品情報学      山崎 幹夫監修 （東京大学出版会） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 医薬品情報学  基礎・評価・応用 （折井孝男編） （南山堂） 

スタンダード薬学シリーズ ６ 薬と疾病 （東京科学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    毎回の講義で解らないことは、その日のうちに理解する事。（質問を受け付けます） 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問ボックスを設置します。 

 



 

 

医療コミュニケーション論医療コミュニケーション論医療コミュニケーション論医療コミュニケーション論        ４年次半期（後期），必修，１単位  

臨床薬剤学研究室 講師 成田 延幸  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
 薬剤師は，医療の現場において多くの患者に接し，対応しなければならない。そのためには患者の心理状態を知り，

やさしい思いやりのある心と態度でコミュニケーションできる能力が必要である。 
 本教科では，患者と遭遇する様々な医療の場を想定し，適正かつ迅速に対処できるようコミュニケーションの特性，さ

らには患者への対応に必要な医療人としての会話法および心構えを教授する。これにより，医療人として弱者の悩み・

苦しみがわかる“惻隠の心”をもつ薬剤師のコミュニケーションのあり方を考えさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 言語的および非言語的コミニュケーションの方法を概説できる。 

 2. 対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説できる。 

 3.  病気が患者に及ぼす心理的影響について説明できる。 

 4. チームワークの重要性を例示して説明できる。 

 5. 薬の専門化と地域社会のかかわりを列挙できる。 

 6. 言語的および非言語的コミニュケーションの方法を概説できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. コミュニケーションスキルの基礎 最近の医療コミュニケーションに求められること 
 2. 信頼関係を築くには 患者から見た説明の項目、お互いの心理 
 3. 傾聴・共感を伝える言語的・非言語的スキル 口調、動作、あいさつ、腕組み、など 
 4. やる気にさせるコミュニケーション（１） 薬をよく飲み忘れる患者さんなど 
 5. やる気にさせるコミュニケーション（２） 薬の副作用を気にする患者さんなど 
 6. POSと薬剤師 POSとSOAP、問題点の明確化、記述法など 
 7. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(1) IHD,貧血など 
 8. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(2) 感染症など 
 9. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(3) 肺癌、乳がんなど 
10. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(4) 緩和療法、エンドステージなど 
11. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(5) CKDなど 
12. 代表的疾患と薬剤でのコミュニケーション(6) プレアボイドなど 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 中間試験、定期試験，積極的な授業参加，出席状況などにより評価しますね。(̂ 。^) 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし：毎年少しずつVer.Upして、新たなシナリオで、プリント製本を作成しますね。） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 重大な副作用回避のための服薬指導情報集 日本病院薬剤師会編 （じほう） 

プレアボイド 薬学的患者ケアの実践とその成果 日本病院薬剤師会編 （じほう） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    より実務への対応に重点を置き、平易な言葉でコミュニケートを試みましょう。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    基本いつでもC44にwelcomeです。 n.narita@hamayaku.ac.jpでも承ります。 

 



 

    

臨床薬理学Ⅰ臨床薬理学Ⅰ臨床薬理学Ⅰ臨床薬理学Ⅰ    ４年次半期（後期），必修，１単位      

臨床薬理学研究室 教授 橋本 敬太郎 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GGGGIOIOIOIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
臨床薬理学は，臨床における薬物の理論と実際について研究し，合理的な薬物治療を志向する学問である。つ

まり薬物治療の有効性と安全性を最大限に高めることを目指している。そのためには個々の患者が最適な薬物治

療を受けられるように，薬物治療の個別化が必要である。 
本教科では，臨床薬理学の概念と歴史について述べ，次に薬物の作用が臨床現場で個々の患者で異なる事例に

ついて，その因子である年齢差，投与時間による差，投与時間による差（時間薬理），薬物代謝能・感受性によ

る差（遺伝薬理）などを教授する。具体的には薬学士，薬剤師として熟知すべき病気を取り上げ，それらの病態

生理，病理学的基本事項，最新の診断，治療の原則，治療における薬物療法の重要性，及び投与法を含めた臨床

薬理学的なまとめを行う。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 心臓および血管系における代表的な疾患を挙げることができる。 
 2. 肺と気道に関する代表的な疾患を挙げることができる。 
 3. 消化器系の部位別（食道，胃・十二指腸，小腸･大腸，胆道，肝臓，膵臓）に代表的疾患を挙げることがで

きる。 
 4. 腎臓および尿路における代表的な疾患を挙げることができる。 
 5. 男性および女性生殖器に関する代表的な疾患を挙げることができる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 高血圧、狭心症  
 2. 不整脈，心不全  
 3. 気管支喘息、インフルエンザ  
 4. 肺炎  
 5. 肺癌  
 6. 消化性潰瘍、急性腹症  
 7. 胃癌，食道癌  
 8. 潰瘍性大腸炎、大腸癌  
 9. 肝炎，肝硬変  
10. 糸球体腎炎、ネフローゼ  
11. 前立腺肥大症，前立腺癌  
12. 乳がん、卵巣癌  
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義、スライド 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験および出席状況により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「ローレンス臨床薬理学」大橋京一，小林真一，橋本敬太郎（西村書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「疾病薬学」百瀬弥寿徳，橋本敬太郎（みみずく舎） 

「ファーマシューティカルノート」百瀬弥寿徳（医学評論社） 
「知っておきたい病気100」日本薬学会（東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    疾患を充分に理解し，それに対する最適の治療における薬物治療の意義，実際の使用法を

知って欲しい 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    臨床薬理研究室にお越し下さい。不在の場合はメールで受け付けます 

 



 

 

医薬品副作用学医薬品副作用学医薬品副作用学医薬品副作用学    ４年次半期（後期），必修，１単位 

機能形態学研究室 教授 玄番 宗一 

    

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            

 薬剤師は調剤した薬剤の交付に当たっては，重篤例を含む副作用等の情報を正確かつ明確に提供する義務があ

る。一方，医療の現場では，単一の薬剤により治療されることは少なく，多剤併用による薬物治療が行われているが，ソ

リブジン事件以来，薬物相互作用も極めて重要な問題として認識されている。 

 本教科では，重篤な副作用を発現する代表的薬物とその発現機構，さらに，薬物の相互作用の機序として最も多く見

られる薬物動態過程の相互作用について，薬剤師として理解しておくべき実際の臨床例等について講義する。 

    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓ）ｓ）ｓ）ｓ） 

 1. 薬物の主作用と副作用(有害作用)、毒性との関連について説明できる。 

 2. 副作用と有害事象の違いについて説明できる。 

 3. 代表的な薬物相互作用の機序について説明できる 

 4. 薬物動態に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。 

 5. 薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回避のための方法を説明できる。 

 6. 高齢者に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。 

 7. 主要な化学療法薬の主な副作用を列挙し、その症状を説明できる。 

 8. 主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を列挙し、その症状を説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 医薬品の安全性 安全性の概念と医薬品開発 

 2. 医薬品副作用の発現因子 薬物の動態や動力学が原因となる副作用発現 

 3. 副作用の発現機序と変動要因 生体分子との反応・予期される副作用・加齢要因 

 4. 呼吸器疾患治療薬の副作用 気管支喘息治療薬の副作用 

 5. 消化性疾患治療薬の副作用 胃・十二指腸潰瘍治療薬の副作用 

 6. 循環器系に作用する薬物の副作用 抗不整脈薬・心不全治療薬・高血圧治療薬の副作用 

 7. レニンアンジオテンシン系作用薬・利尿薬の副作用 ACE 阻害薬・ARB および利尿薬の副作用 

 8. 抗炎症薬・高脂血症治療薬の副作用 非ステロイド性抗炎症薬・高脂血症治療薬の副作用 

 9. 抗精神病薬の副作用 統合失調症・うつ病の治療薬や抗不安薬の副作用 

10. 内分泌・代謝疾患治療薬の副作用-1 糖尿病治療薬の副作用 

11. 内分泌・代謝疾患治療薬の副作用-2 糖質コルチコイド製剤や性ホルモン製剤の副作用 

12. 化学療法薬の副作用 感染症・抗悪性腫瘍薬の副作用 

13. 定 期 試 験  

   
 

方方方方 略略略略 講 義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験により評価します。毎回の講義時配布の演習問題の理解度も参考にします。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 講義資料を配布します。 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医薬品トキシコロジー」佐藤哲男他編（南江堂） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬剤師は、調剤薬局や病院で、医薬品の副作用情報を収集し、医療従事者や患者への説明

において、たいへん重要な役割を担わなければなりません。 

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業日の前日(午後)と当日(午後)に、C41(機能形態学研究室)にて、質問などを受け付けます。

希望者に、メールアドレスを伝え、e-メールにより質問を受け付けます。 

 



 

 

        リスクマネージメント論リスクマネージメント論リスクマネージメント論リスクマネージメント論        ４年時半期（後期）、必須、1単位 

                                実務実習教育センター 教授  榛葉 哲男    

    

一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）一般目標（ＧＩＯ・授業概要）        
    最近の医療事故は、単純なミスであるヒューマンエラーや診断ミス（誤診）によってひき起こされる。これは医療技術の

急速な進歩への知識不足も原因の一つであるが、院内のリスクに対する安全管理体制やマニュアルの不備によって起因

する場合が多い。地域において信頼される医療機関の使命としてリスクマネージメントを導入する必要がある。 

  本教科では、薬局および病院薬剤師の業務に関するリスクマネージメントを中心に事例をあげて説明しその重要性を

理解させる。 

    

到達目標（ＳＢＯ到達目標（ＳＢＯ到達目標（ＳＢＯ到達目標（ＳＢＯssss）））） 
１．処方せんについて、処方内容が適正か判断できる。 

２．  リスクマネジメントについて薬剤師の役割について説明できる。 

３．  調剤過誤の防止について工夫していることを列挙できる。 

４．  毒薬・麻薬・向精神薬についての管理方法について説明できる。 

５．  薬品名や注射薬の外観の類似薬の代表的な医薬品について列挙できる。 

６．  注射薬の保管方法や代表的な配合変化について説明できる。 

７．  リスクの高い医薬品の取り扱いについて説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
1．医療事故とは                 インシデント、アクシデント報告の実例について 

2．調剤過誤の発生要因と分析           オーダリングの誤入力の問題点や防止策について 

3．調剤過誤防止対策（１）            調剤過誤防止を未然に防ぐ工夫や方策について 

4．調剤過誤防止対策（２）            医薬品の外観、発音、綴り等類似薬について 

5．調剤過誤防止対策（３）            調剤における注意点について 

6．毒薬・劇薬                  毒薬・劇薬・医薬用外劇物等の取り扱いについて 

7．麻薬・向精神薬・覚せい剤           麻薬・向精神薬・覚せい剤の管理について 

8．疑義照会とプレアボイド            疑義照会とプレアボイド報告の実例について  

9.リスクマネジメント                リスクマネジメントと薬剤師の役割について 

10.抗がん剤・糖尿病薬等（1）           ハイリスクな薬品の注意点について 

11．抗がん剤・糖尿病薬等（２）          抗がん剤のレジメンについて 

12．薬剤管理指導業務               服薬指導における医薬品の安全管理について  

13．定期試験 

    

方方方方                策策策策        講義    

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法        定期試験、出席状況、レポートなどによる評価。 

教教教教     科科科科     書書書書 プリント等資料配布 

参 考参 考参 考参 考 書書書書    薬剤師のための徹底リスクマネジメント２  澤田康文監修 （南山堂） 

受 験 生受 験 生受 験 生受 験 生 へへへへ    薬に関するリスクマネジメントに薬剤師がいかに関与していくかを理解する。 

オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業前日の昼休みなど空き時間に質問、相談があれば受け付けます。    



 

 

医療倫理学医療倫理学医療倫理学医療倫理学    ４年次半期（後期），必修，１単位                 

                                         教授 小川 芳男 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

医療を担う薬剤師になることを目指す学生にとって，医療人にふさわしい行動・態度をとることができるためには，人

としてまた医療人としての豊かな人間性が要求させる。 

本教科では，生殖技術（人工授精，体外受精），安楽死，尊厳死，脳死等のテーマについて概説し生命倫理，すなわ

ち，生命の尊さを認識させる。さらに，院内感染，臓器移植，終末医療および，薬害エイズ等の医療に関連する諸問題

について検討し，医療倫理とは何かを考えさせる。将来，患者から信頼される医療人になるという自覚をもたせることを

目的とする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 誕生に関わる倫理的問題（生殖技術，クローン技術，出生前診断など）の概略と問題点を説明できる。 
 2. 医療に関わる倫理的問題を列挙し，その概略と問題点を説明できる。 
 3. 死に関わる倫理的問題（安楽死，尊厳死，脳死など）の概略と問題点を説明できる。 
 4. 予防，治療，延命，ＱＯＬについて説明できる。 
 5. 医療の進歩（遺伝子診断，遺伝子治療，移植・再生医療，難病治療など）に伴う生命観の変遷を説明できる。 
 6. 医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 医療倫理 ヒポクラテスの誓い  
 2. 医療倫理 ニュールンベルグ綱領，ジュネーブ宣言，国際医療倫理綱領 
 3. 医療倫理 ヘルシンキ宣言 
 4. 医療倫理 リスボン宣言 
 5. 医療倫理 薬剤師の倫理，ファーマシューティカル・ケア 
 6. 生命倫理 インフォームド・コンセント 
 7. 生命倫理 遺伝子診断・治療 
 8. 生命倫理 生殖技術 
 9. 生命倫理 パーソン論，生命の質（SOL・QOL） 
10. 生命倫理 脳死と臓器移植 
11. 生命倫理 ターミナル・ケア 
12. 生命倫理 尊厳死，安楽死 
13. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 

 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，受講態度等による総合評価。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「医療倫理学」（改訂版）小川芳男 著（北樹出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医療心理学」（増刷版） 小川芳男 著（北樹出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    患者の利益を最優先する倫理観を体得・体認してもらいたい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    授業日の昼休みなど空き時間に質問，相談があれば受け付けます。 

 



 

 

薬剤学実習Ⅲ薬剤学実習Ⅲ薬剤学実習Ⅲ薬剤学実習Ⅲ    ４年次半期（前期），必修，１単位      
                                薬物動態学研究室 准教授 弓田 長彦 
                                                臨床薬剤学研究室 講師   成田 延彦 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
薬剤師が処方せんに基づいて調剤するとき，調合する薬物の体内動態に関する知識の有無は，薬の適正使用や

適切な服薬指導の面から極めて重要となる。また，医薬品はその使い方によって，期待する効果だけではなく人

体にとって不都合な効果が現れることがある。そのため，医薬品の適正使用が重要となり，信頼性の高い医薬品

情報を効果的に活用することが望まれる。 
本実習では，コンパートメントモデルを用いて薬物の体内動態解析の知識と技能を修得させる。また，薬物治

療の薬理学的効果・リスク管理の必要から，コンピューターを用いる薬物血中濃度の測定法（TDM）についても

実験し，個々の患者の特性に応じた適切な薬物投与設計ができる能力を養成する。さらに，医薬品の適正使用に

必要な医薬品情報を理解し，その収集，評価，加工，提供及び管理に関する基本的知識と技能を修得させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 線形1-コンパートメントモデルを説明し，これに基づいて生物学的半減期や全身及び組織クリアランス等

の速度論的パラメーターを算出できる。 
 2. 治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し，代表的な薬物を列挙できる。 
 3. 最適血中濃度を維持するための投与計画について，薬動学的パラメーターを用いて説明できる。 
 4. 代表的な薬物についてモデルデータから投与計画をシミュレートできる。 
 5. 医薬品として必須の情報を開発過程から市販後までを含めて，その種類・特徴・用途を説明できる。 
 6. メタアナリシスの概念を理解し，結果を評価できる。 
 7. 入手した情報を評価し，患者などに対してわかりやすい言葉，表現で適切に説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 2. 線形１−コンパートメントモデル（静注） 実験的に線形１−コンパートメントモデル（静注）を作製し，

データを収集・解析する 
3. 4. 線形１−コンパートメントモデル（経口） 実験的に線形１−コンパートメントモデル（経口）を作製し，

データを収集・解析する 
 5. 治療薬物モニタリング（TDM） ベイジアン法を用いた最適投与設計を行う 
 6. 医薬品情報源の種類と特徴 添付文書，インタビューフォームを理解する 
 7. 医薬品情報の入手・評価・加工 情報の評価・加工・提供，各種PCサイトの特徴を知る 
 8. 医薬品情報による薬学的管理（１） 患者の問題点を把握し，薬物治療の評価，計画を行う 
 9. 医薬品情報による薬学的管理（２） 処方箋・カルテから処方及び患者の問題点を解決する 
10. 医薬品情報による薬学的管理（３） 「お薬の説明書」の作成，疑義照会などへの情報提供 
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 実習，SGD 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 実習態度，実習試験成績から総合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬剤学実習書 III （横浜薬科大学） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 実習中に適宜紹介 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬物の体内動態や，医薬品情報の取り扱いに関する知識・技術は薬剤師として不可欠なも

のです。実習内容を理解できるように予習，復習を行って下さい。 
オフィオフィオフィオフィスアワスアワスアワスアワーーーー    随時対応します。 

 



 

 

医療薬学演習医療薬学演習医療薬学演習医療薬学演習 ４年次半期（前期），必修，３単位            

教務部長 教授 野上 靖純 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本演習では，2～4 年次に学んだ医療系科目の各教科の断片的な知識を整理し，薬理学や病態生理学を基礎とする薬物の

選択，薬物の適正使用，有害作用，薬物相互作用など，薬の専門家である薬剤師になるために必要な基礎知識を得ることを

目的とする。また, 衛生系科目の食品から環境の内容を理解し, 薬に関する知識の他に, ヒトが健全に生活するために必要な

知識の習得を目的とする。 

（オムニバス方式） 

薬理学Ⅰ～Ⅱで学んだ薬物の作用機序，副作用，臨床的適応などの知識を総括し，実務実習に必要な医薬品に関する薬

理学的知識を確認する。 

環境衛生および公衆衛生で学んだことを復習し，食品から生活環境の管理も薬剤師の知識として大切であることを認識す

る。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 交感神経系, 副交感神経系に作用し，その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ，薬理作用，機序，主な

副作用について説明できる。 
 2. 代表的な抗不整脈薬を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 3. 代表的な胃・十二指腸潰瘍治療薬を挙げ，薬理作用，機序，主な副作用について説明できる。 
 4. ホルモンの分泌異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用，機序，主な副作用を説明できる。 
 5. 主な感染症を列挙し，その病態と原因を説明できる。 
6. 主な大気汚染物質を列挙し，その推移と発生源について説明できる。 

 7. 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し，その反応機構を説明できる。 
 

授業計画授業計画授業計画授業計画（項目・内容）（項目・内容）（項目・内容）（項目・内容）    
 1. 薬と疾病Ⅰ（薬の作用,薬の副作用,腎に作用する薬,腎臓・尿路の疾患）（出雲信夫） 
 2. 薬と疾病Ⅰ（自律神経系,中枢神経系に作用する薬,神経・筋の疾患,精神疾患）（山田 潤,杉本由美） 
 3. 薬と疾病Ⅰ（アレルギー・免疫疾患,移植医療）（中島敏治） 
 4. 薬と疾病Ⅰ（循環器系に作用する薬,炎症・アレルギーと薬,心臓・血管系の疾患）（稲葉二朗,日塔武彰） 
 5. 薬と疾病Ⅰ（血液・造血器系に作用する薬,血液・造血器の疾患,症候と臨床検査値）（篠塚達雄,友部浩二） 
 6. 薬と疾病Ⅰ（消化器系に作用する薬,消化器系疾患）（小松 一） 
 7. 薬と疾病Ⅰ（ホルモンと薬,代謝系に作用する薬,内分泌系疾患,骨・関節の疾患）（森 和也,佐伯憲一） 
 8. 薬と疾病Ⅰ（感染症,抗菌薬,抗真菌薬,抗ウイルス薬）（細野哲司） 
 9. 健康と環境（栄養素,食品の品質と管理）（伊藤順子） 
10. 健康と環境（保健統計,疫学,健康とは,疾病の予防とは,食中毒,生活習慣病とその予防）（加藤輝隆,佐伯憲一） 
11. 健康と環境（化学物質の代謝・代謝的活性化,化学物質による発癌,化学物質の毒性）（須原義智） 
12. 健康と環境（地球環境と生態系,水環境,大気環境,室内環境,廃棄物,環境保全と法的規制）（高橋和彦） 
13. 定期試験    医療薬学演習1～12 に対する習熟度試験の実施 

 
方方方方 略略略略 演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 医療薬学Ⅱ、衛生薬学（日本医薬アカデミー） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬理学, 病態生理学, 衛生化学の内容を十分に理解し，薬学の専門知識習得の一助としてほしい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構ですから，担当教員の研究室にお越し下さい。 

 



 

 

臨床薬学演習臨床薬学演習臨床薬学演習臨床薬学演習    ４年次半期（後期），必修，２単位         

教務部長 教授 野上 靖純 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
本演習では，薬剤師の主業務である調剤に関する調剤学および製剤学, そして製剤の基本的特性, 医薬品の体

内動態の知識を理解し習得させるため,  医療系科目の演習を行う。 
（オムニバス方式） 
薬剤師の主業務である調剤および製剤に関連する知識の総まとめ及びその演習を行う。また, 薬物動態学を理

解し, 臨床現場での薬物の適正使用, 患者への投薬あるいは服薬指導時に必要となる知識を確認する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 薬物の主な吸収部位を列挙できる。 
 2. 薬物動態にかかわる代表的なパラメーターを列挙し、概説できる。 
 3. 物質の溶解とその速度について説明できる。 
 4. 代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。 
 5. 医薬品創製における治験の役割を説明できる。 
 6. 薬剤師に関連する法令の構成を説明できる。 
 7. 処方せんの種類、特徴、必要記載事項について説明できる。 
 8. 医療にかかわる倫理的問題を列挙し、その概略と問題点を説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 薬と疾病Ⅱ（吸収、分布、排泄、TDM）（西 弘二、岩瀬由未子） 
 2. 薬と疾病Ⅱ（相互作用、薬動学）（弓田長彦） 
 3. 薬と疾病Ⅱ（物質の溶解、製剤材料の物性、分散系）（津田泰之、五十鈴川和人） 
 4. 薬と疾病Ⅱ（代表的な製剤、製剤化、DDS の必要性、プロドラッグ、製剤試験法）（鷲見正宏、宇佐美英治） 
 5. 薬と疾病Ⅱ（情報、医薬品情報源、データベース、遺伝的素因、年齢的素因、合併症）（成田延幸、岩瀬由未子） 

 6. 薬学と社会（医薬品開発のコンセプト、医薬品の承認、治験の意義と業務）（森 和也） 
 7. 薬学と社会（法律と制度、管理薬、社会保険制度、医療保険、地域薬局の役割、医薬分業）（荒木麻由） 
 8. ヒューマニズム／イントロダクション（生命の尊厳、医療の目的、社会の期待、チームワーク）（松本瑞子、成田延幸） 

 9. ヒューマニズム／イントロダクション（薬学の歴史、日本薬局方、早期体験学習）（金 成俊、宇佐美英治） 
10. 実務実習事前学習（チーム医療に注目する、処方箋の基礎、服薬指導の基礎）（鷲見正宏、水島則子、松本瑞子） 

11. 実務実習事前学習（疑義照会の意義と根拠、疑義照会入門）（金 成俊、黒岩美枝） 
12. 実務実習事前学習（特別な配慮を要する医薬品、注射剤と輸液、消毒薬）（難波昭雄） 
13. 定期試験    臨床薬学演習1～12 に対する習熟度試験の実施 

 
方方方方 略略略略 演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 試験 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 医療薬学Ⅲ（日本医薬アカデミー） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬剤学, 製剤学, 物理薬剤学, 薬物動態学の内容を十分に理解し，薬学の専門知識習得

の一助としてほしい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構ですから，担当教員の研究室にお越し下さい。 



 

 

実務実習プレ教育実務実習プレ教育実務実習プレ教育実務実習プレ教育    ４年次 前後期，必修，１０単位  

実務実習教育センター教員  教授 鷲見 正宏 

    
授業概要授業概要授業概要授業概要        
実務実習コアカリキュラムに準じて次のような内容の実務実習プレ教育を行う。①病院・薬局実習の心得，②

病院実習の予備知識と心得，③薬剤師倫理規定，④薬剤師としての身だしなみとマナー，⑤薬剤師に関する法律，

⑥病院薬剤師の業務（調剤・製剤，医薬品管理，医薬品情報管理，薬歴管理，服薬指導および病棟業務など），

⑦病院・薬局実習報告書などの大学への書類提出，これらの一連のプレ教育を通して，実務実習に必要な知識・

技能と態度・心構えを喚起する。なお，患者のプライバシー保護の重要性と守秘義務については，とくに徹底し

た教育を行う。 
 

Ⅰ．事前学習を始めるにあたってⅠ．事前学習を始めるにあたってⅠ．事前学習を始めるにあたってⅠ．事前学習を始めるにあたって    
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

事前学習に積極的に取組むために，病院と薬局での薬剤師業務の概要と社会的使命を理解する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 医療における薬剤師の使命や倫理などについて概説できる。 
 2. 医療の現状をふまえて，薬剤師の位置づけと役割，保険調剤について概説できる。 
 3. 病院薬剤部の業務について説明できる。 
 4. 病院に所属する薬剤部以外の医療スタッフの職種名を列挙し，その業務内容を概説できる。 
 5. 薬剤師が行う業務が患者本位のファーマシューティカルケアの概念にそったものであることについて討

議する。 
 6. 保険薬局，ドラッグストアなどにおける薬剤師業務について概説できる。                       

 7. 在宅医療と薬剤師の役割について説明できる。 
 8. 保険薬局で取り扱う医薬品（医療用医薬品，一般用医薬品），健康食品，サプリメントなどについて説明

できる。 
 9. セルフメディケーションについて討議する。（態度） 
10. 礼儀，笑顔の大切さについて説明できる。 
11. 報告，連絡，相談の大切さについて説明できる。 
12. 薬剤師に必要なコミュニケーション技法について討議する。 
13. 挨拶，電話対応を実践できる。（技能） 
14. 薬剤師が守るべき守秘義務について討議する。（技能） 
15. 医療倫理について討議する。（態度） 
16. 医療チームの構成や各構成員の役割，連携と責任体制を説明できる。 
17. チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。 
18. 自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との連携について討議する。（態度） 
19. 栄養治療とＮＳＴについて説明できる。 
20. 感染症治療とＩＣＴについて説明できる。 
21. がん化学療法とがん専門薬剤師の役割について説明できる。 
22. がん疼痛治療と薬剤師の役割について説明できる。 
23. 精神科専門薬剤師とチーム医療について概説できる。 
24. 治験における薬剤師の役割について説明できる。 
25. 医薬分業の仕組みと意義を概説できる。 

 



 

 
 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）        

 1. ガイダンス  授業計画と講義，演習，実習の進め方 
 2. 薬剤師業務に注目する  医療における薬剤師の使命や倫理など 
 3.   〃 医療の現状をふまえて，薬剤師の位置づけと役割，保

険調剤 
 4.   〃 病院薬剤部の業務 

病院に所属する薬剤部以外の医療スタッフの職種名を

列挙し，その業務内容 
 5.   〃 薬剤師が行う業務が患者本位のファーマシューティカ

ルケアの概念にそったものであることについて討議 
 6.   〃 保険薬局，ドラッグストアなどにおける薬剤師業務 
 7.   〃 在宅医療と薬剤師の役割 
 8.   〃 保険薬局で取り扱う医薬品（医療用医薬品，一般用医

薬品），健康食品，サプリメントなど 
 9.   〃 セルフメディケーション 
10. 実務実習に対する心構え 礼儀，笑顔の大切さ 

報告，連絡，相談の大切さ 
11.   〃 薬剤師に必要なコミュニケーション技法 
12.   〃 挨拶，電話対応を実践 
13.   〃 薬剤師が守るべき守秘義務 

医療倫理 
14. チーム医療に注目する 医療チームの構成や各構成員の役割，連携と責任体制 
15.   〃 チーム医療における薬剤師の役割 
16.   〃 自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との連

携 
17. 専門薬剤師に注目する 栄養治療とＮＳＴ 
18.   〃 感染症治療とＩＣＴ 
19.   〃 がん化学療法とがん専門薬剤師の役割 
20.   〃 がん疼痛治療と薬剤師の役割 
21.   〃 精神科専門薬剤師とチーム医療 
22.   〃 治験における薬剤師の役割 
23. 医薬分業に注目する 医薬分業の仕組みと意義 
24. まとめ 上記のまとめ 

 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬剤師業務の概要と社会的使命を理解してほしい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約して

ください。    



 

 
Ⅱ．処方せんと調剤Ⅱ．処方せんと調剤Ⅱ．処方せんと調剤Ⅱ．処方せんと調剤    一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

医療チームの一員として調剤を正確に実施できるようになるため，処方せん授受から服薬指導までの流れに
関連する基本知識，技能，態度を修得する。 

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 処方せんの法的位置づけと機能について説明できる。 
 2. 処方オーダリングシステムを概説できる。 
 3. 処方せんの種類，特徴，必要記載事項について説明できる。 
 4. 調剤を法的根拠に基づいて説明できる。 
 5. 代表的な処方せん例の鑑査における注意点を説明できる。（技能） 
 6. 不適切な処方せんの処置について説明できる。 
 7. 代表的な医薬品の用法・用量および投与計画について説明できる。 
 8. 患者に適した剤形を選択できる。（知識・技能） 
 9. 患者の特性（新生児，小児，高齢者，妊婦など）に適した用法・用量について説明できる。           

10. 患者の特性に適した用量を計算できる。（技能） 
11. 病態（腎，肝疾患など）に適した用量設定について説明できる。 
12. 服薬指導の意義を法的，倫理的，科学的根拠に基づいて説明できる。 
13. 代表的な処方せん例の鑑査をシミュレートできる。（技能）） 
14. 処方せん例に従って，計数調剤をシミュレートできる。（技能） 
15. 処方せん例に従って，計量調剤をシミュレートできる。（技能） 
16. 調剤された医薬品の鑑査をシミュレートできる。（技能） 
17. 処方せんの鑑査の意義とその必要性について討議する。（態度） 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 処方せんの基礎 
 

処方せんの法的位置づけと機能 
処方オーダリングシステム 

 2.   〃 処方せんの種類，特徴，必要記載事項 
 3.   〃 調剤の法的根拠 
 4. 医薬品の用法・用量 代表的な処方せん例の鑑査における注意点 
 5.   〃 患者に適した剤形 
 6.   〃 

 
 

患者の特性（新生児，小児，高齢者，妊婦など）に適

した用法・用量 
患者の特性に適した用量の計算 

 7.   〃 病態（腎，肝疾患など）に適した用量設定 
 8. 服薬指導の基礎 服薬指導の意義を法的，倫理的，科学的根拠 
 9. 調剤室業務入門 代表的な処方せん例の鑑査 
10.   〃 処方せん例に従った計数調剤 
11.   〃 処方せん例に従った計量調剤 
12.   〃 調剤された医薬品の鑑査 
13.   〃 処方せんの鑑査の意義とその必要性 
14. まとめ 上記のまとめ 

 
方方方方 略略略略 講義，演習，実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬剤師業務すべての基本となる調剤をしっかりマスターしてください。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約して

ください。    



 

 
Ⅲ．疑義照会Ⅲ．疑義照会Ⅲ．疑義照会Ⅲ．疑義照会        

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

処方せん上の問題が指摘できるようになるために，用法・用量，禁忌，相互作用などを含む調剤上注意す

べき事項に関する基本的知識，技能，態度を修得する。 
 

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 疑義照会の意義について，法的根拠を含めて説明できる。 
 2. 代表的な配合変化の組合せとその理由を説明できる。 
 3. 特定の配合によって生じる医薬品の性状，外観の変化を観察する。（技能） 
 4. 不適切な処方せん例について，その理由を説明できる。 
 5. 処方せんの問題点を解決するための薬剤師と医師の連携の重要性を討議する。 
 6. 代表的な医薬品について効能・効果，用法・用量を列挙できる。 
 7. 代表的な医薬品について警告，禁忌，副作用を列挙できる。 
 8. 代表的な医薬品について相互作用を列挙できる。 
 9. 疑義照会の流れを説明できる。 
10. 疑義照会をシミュレートする。（技能・態度） 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 疑義照会の意義と根拠 疑義照会の意義と法的根拠 
 2.   〃 

 
代表的な配合変化の組合せとその理由 
特定の配合によって生じる医薬品の性状，外観の変化 

 3.   〃 不適切な処方せん例とその理由 
 4. 疑義照会入門１（演習） 

 
処方せんの問題点を解決するための薬剤師と医師の

連携の重要性 
 5. 疑義照会入門２（講義） 

 
 
 

代表的な医薬品の効能・効果，用法・用量 
代表的な医薬品の警告，禁忌，副作用 
代表的な医薬品について相互作用 
疑義照会の流れ 

 6. 疑義照会入門３（演習） 
 

代表的な医薬品の効能・効果，用法・用量 
代表的な医薬品の警告，禁忌，副作用 
代表的な医薬品について相互作用 
疑義照会のシミュレーション 

 7. まとめ 疑義照会のまとめ 
 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    処方に『待った』をかけられるのは薬剤師のみ。その責任の重さを感じてください。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約して

ください。    
 



 

 
Ⅳ．医薬品の管理と供給Ⅳ．医薬品の管理と供給Ⅳ．医薬品の管理と供給Ⅳ．医薬品の管理と供給        
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

病院・薬局における医薬品の管理と供給を正しく行うために，内服薬，注射剤などの取り扱い，および院

内製剤・薬局製剤に関する基本的知識と技能を修得する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 
 2. 代表的な剤形の安定性，保存性について説明できる。 
 3. 毒薬・劇薬の管理および取扱いについて説明できる。 
 4. 麻薬，向精神薬などの管理と取扱い（投薬，廃棄など）について説明できる。 
 5. 血漿分画製剤の管理および取扱いについて説明できる。  
 6. 輸血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる。 
 7. 代表的な生物製剤の種類と適応を説明できる。 
 8. 生物製剤の管理と取扱い（投薬，廃棄など）について説明できる。 
 9. 毒薬・劇薬の管理および取扱いについて説明できる。 
10. 血漿分画製剤の管理および取扱いについて説明できる。 
11. 輸血用血液製剤の管理および取扱いについて説明できる。 
12. 代表的な生物製剤の種類と適応を説明できる。 
13. 生物製剤の管理と取扱い（投薬，廃棄など）について説明できる。 
14. 麻薬の取扱いをシミュレートできる。（技能） 
15. 代表的な放射性医薬品の種類と用途を説明できる。 
16. 放射性医薬品の管理と取扱い（投薬，廃棄など）について説明できる。 
17. 院内製剤の意義，調製上の手続き，品質管理などについて説明できる。 
18. 薬局製剤の意義，調製上の手続き，品質管理などについて説明できる。 
19. 代表的な漢方製剤を調製できる。（技能） 
20. 代表的な院内製剤を調製できる。（技能） 
21. 無菌操作の原理を説明し，基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能）  
22. 抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。（技能） 
23. 注射剤の代表的な配合変化を列挙し，その原因を説明できる。 
24. 代表的な配合変化を検出できる。（技能） 
25. 代表的な輸液と経管栄養剤の種類と適応を説明できる。 

 26. 体内電解質の過不足を判断して補正できる。（技能） 
 27. 代表的な消毒薬の用途，使用濃度を説明できる。 
 28. 消毒薬調製時の注意点を説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 医薬品の安定性に注目する 医薬品管理の意義と必要性 
 2.   〃 代表的な剤形の安定性，保存性 
 3. 特別な配慮を要する医薬品 

 
毒薬・劇薬の管理および取扱い 
麻薬，向精神薬などの管理と取扱い（投薬，廃棄など） 

 4.   〃 
 

血漿分画製剤の管理および取扱い 
輸血用血液製剤の管理および取扱い 

 5.   〃 代表的な生物製剤の種類と適応 
生物製剤の管理と取扱い（投薬，廃棄など） 



 

 
 6. 特別な配慮を要する医薬品（実習） 毒薬・劇薬の管理および取扱い 

血漿分画製剤の管理および取扱い 
輸血用血液製剤の管理および取扱い 
代表的な生物製剤の種類と適応 
生物製剤の管理と取扱い（投薬，廃棄など） 
麻薬の取扱い 

 7.   〃 代表的な放射性医薬品の種類と用途 
放射性医薬品の管理と取扱い（投薬，廃棄など） 

 8. 製剤化の基礎 院内製剤の意義，調製上の手続き，品質管理など 
 9.   〃 薬局製剤の意義，調製上の手続き，品質管理など 
10. 製剤化の基礎（実習） 代表的な漢方製剤の調製 
11.   〃 代表的な院内製剤の調製 
12.   〃 無菌操作の原理と基本的な無菌操作 
13.   〃 抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミカルハザー

ド回避の基本的手技 
14. 注射剤と輸液（実習） 注射剤の代表的な配合変化とその原因 

代表的な配合変化の検出 
15. 注射剤と輸液（演習） 代表的な輸液と経管栄養剤の種類と適応 

体内電解質の過不足とその補正 
16. 消毒薬 代表的な消毒薬の用途，使用濃度 

消毒薬調製時の注意点 
17. まとめ 医薬品の管理と供給のまとめ 

 
方方方方 略略略略 講義，演習，実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（東京化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    薬剤師が医薬品の質と量を管理し，有効性・安全性と安定供給を確保することなくして医療

はなりたちません。医薬品管理の法的根拠についても理解してください。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    
 



 

 
Ⅴ．リスクマネージメントⅤ．リスクマネージメントⅤ．リスクマネージメントⅤ．リスクマネージメント            
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

薬剤師業務が人命にかかわる仕事であることを認識し，患者が被る危険を回避できるようになるために，医

薬品の副作用，調剤上の危険因子とその対策，院内感染などに関する基本的知識，技能，態度を修得する。    
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例を列挙し，その原因を説明できる。 
 2. 誤りを生じやすい投薬例を列挙できる。 
 3. 院内感染の回避方法について説明できる。 
 4. 代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見を具体的に説明できる。 
 5. 誤りを生じやすい調剤例を列挙できる。 
 6. リスクを回避するための具体策を提案する。（態度） 
 7. 事故が起こった場合の対処方法について提案する。（態度） 

 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 安全管理に注目する 薬剤師業務の中で起こりやすい事故事例とその原因 
 2.   〃 誤りを生じやすい投薬例 
 3.   〃 院内感染の回避方法 
 4. 副作用に注目する 代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査所見 
 5.   〃 上記の演習 
 6. リスクマネージメント入門 誤りを生じやすい調剤例 

リスクを回避するための具体策 

 7.   〃 事故が起こった場合の対処方法 
8. まとめ リスクマネージメントのまとめ 

 
 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（東京化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    自ら積極的に考え，リスクに立ち向かう姿勢を培ってほしい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    



 

 
Ⅵ．服薬指導と患者情報Ⅵ．服薬指導と患者情報Ⅵ．服薬指導と患者情報Ⅵ．服薬指導と患者情報            
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

患者の安全確保とＱＯＬ向上に貢献できるようになるために，服薬指導などに関する基本的知識，技能，態

度を修得する。    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 患者の基本的権利，自己決定権，インフォームドコンセント，守秘義務などについて具体的に説明でき
る。 

 2. 代表的な医薬品の服薬指導上の注意点を列挙できる。 
 3. 代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。 
 4. インフォームド・コンセント，守秘義務などに配慮する。（態度） 
 5. 適切な言葉を選び，適切な手順を経て服薬指導する。（技能・態度） 
 6. 医薬品に不安，抵抗感を持つ理由を理解し，それを除く努力をする。（知識・態度） 
 7. 患者接遇に際し，配慮しなければならない注意点を列挙できる。 
 8. 服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。 
 9. 患者背景，情報（コンプライアンス，経過，診療録，薬歴など）を把握できる。（技能） 
10. 医師，看護師などとの情報の共有化の重要性を説明できる。 
11. 患者接遇に際し，配慮しなければならない注意点を列挙できる。 
12. 代表的な医薬品について，適切な服薬指導ができる。（知識・技能） 
13. 共感的態度で患者インタビューを行う。（技能・態度） 
14. 患者背景に配慮した服薬指導ができる。（技能） 
15. 代表的な症例についての服薬指導の内容を適切に記録できる。（技能） 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 服薬指導に必要な技能と態度 患者の基本的権利，自己決定権，インフォームドコンセント，
守秘義務など 

 2.   〃 
 

代表的な医薬品の服薬指導上の注意点 
代表的な疾患において注意すべき生活指導項目    

 3. 服薬指導に必要な技能と態度（演習） インフォームド・コンセント，守秘義務など 
適切な言葉を選び，適切な手順を経た服薬指導 
医薬品に不安，抵抗感を持つ理由を理解し，それを除く 

 4.   〃 患者接遇に際し，配慮しなければならない注意点 
 5. 患者情報の重要性に注目する 服薬指導に必要な患者情報 

患者背景，情報（コンプライアンス，経過，診療録，薬歴な
ど） 
医師，看護師などとの情報の共有化の重要性 
患者接遇に際し，配慮しなければならない注意点 

 6. 服薬指導入門 代表的な医薬品の適切な服薬指導   
共感的態度で患者インタビュー 
患者背景に配慮した服薬指導 
代表的な症例についての服薬指導内容の適切な記録 

 7. まとめ 服薬指導と患者情報のまとめ 
 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 実務実習事前学習～病院・薬局実習に行く前に～ 日本薬学会編（東京化学同人社発行） 

治療薬学マニュアル 北原光夫（医学書院） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    形や言葉遣いだけでなく，その背後にある患者の権利・心理，倫理や法律についてもよく理

解し，薬学的知識と関連付けてほしい。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    



 

 
Ⅶ．医薬品情報Ⅶ．医薬品情報Ⅶ．医薬品情報Ⅶ．医薬品情報    一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

医薬品情報の代表的な情報源の種類と得られる情報について理解し，適切に使用するための基本的知識，

技能，態度を修得する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 医薬品添付文書，インタビューフォームの内容について説明できる。 
 2. 医薬品情報の代表的な情報源の種類と得られる情報について説明できる。  
 3. 緊急性安全性情報について説明できる。 
 4. 医薬品情報の例について，実際に調べたり説明することができる。（技能） 

 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 医薬品情報入門（講義） 医薬品添付文書，インタビューフォーム 
 2.   〃    医薬品情報の代表的な情報源の種類と得られる情報    
 3.   〃 緊急性安全性情報 
 4.   〃    （実習） 医薬品情報の例について，実際に調べる 

 
 
方方方方 略略略略 講義，実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    玉石を見分け，必要な情報を取捨選択する判断力は一生役立つはずです。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    



 

 
Ⅷ．薬剤管理指導記録，薬歴簿Ⅷ．薬剤管理指導記録，薬歴簿Ⅷ．薬剤管理指導記録，薬歴簿Ⅷ．薬剤管理指導記録，薬歴簿        
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

薬剤管理指導業務と記録の作成（ＰＯＳ／ＳＯＡＰ）の必要性について理解し，薬剤管理指導記録および

薬局における薬歴簿作成に関する基本的知識，技能，態度を修得する。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. POS，SOAPについて説明できる。 
 2. 薬剤管理指導業務の流れを具体的に説明できる。 
 3. 薬局における薬歴簿の書き方を理解し，SOAPで記録することが出来る（知識・技能） 
 4. 診療録，看護記録，重要な検査所見などの情報源から必要な情報を収集できる。（知識・技能） 
 5. 患者の薬物治療上の問題点をリストアップしてSOAPを作成できる。（知識・技能） 

 
授業計画（項授業計画（項授業計画（項授業計画（項目・内容）目・内容）目・内容）目・内容）    

 1. 講義 POS，SOAPについて 
薬剤管理指導業務の流れ 

 2. 演習 薬局における薬歴簿 
 3. 演習 診療録，看護記録，重要な検査所見などの情報源から

必要な情報を収集 
患者の薬物治療上の問題点をリストアップしてSOAP
を作成 

 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    患者の病態把握と薬物治療の評価ができるようになると，プロ意識が芽生えます。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    



 

 
Ⅸ．薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）と中毒医療Ⅸ．薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）と中毒医療Ⅸ．薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）と中毒医療Ⅸ．薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）と中毒医療        
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    
�  ＴＤＭの意義と重要性について理解し，薬物療法の適正化を図るために必要な基本的知識，技能，態度

を修得する。 
�  急性薬毒物中毒に対する薬剤師の役割を理解する。 

    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. ＴＤＭの意義と重要性について説明できる。 
 2. 模擬のＴＤＭデータを解析し，薬物治療の適正化について討議する。（技能・態度） 
 3. 代表的な中毒原因物質の検出方法と解毒方法について説明できる。 
 4. 模擬の中毒患者データを解析し，薬物治療の適正化について討議する。（技能・態度） 

 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ＴＤＭ 講義 ＴＤＭの意義と重要性 
 2. ＴＤＭ 実習 模擬のＴＤＭデータの解析と薬物治療の適正化 
 3. 急性薬毒物中毒 講義 代表的な中毒原因物質の検出方法と解毒方法 
 4. 急性薬毒物中毒 実習 模擬の中毒患者データを解析と薬物治療の適正化 

 
 
方方方方 略略略略 講義，実習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    医薬品や薬物による負の効用から人々を守るために重要な知識と技能です。しっかり修得し

てください。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。ＴＤＭは薬物動態学研究室へ，中毒は病態生理学研究室お越しください。

ただし，不在の時もありますので，予約してください。    



 

 
Ⅹ．臨床検査値Ⅹ．臨床検査値Ⅹ．臨床検査値Ⅹ．臨床検査値        
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO））））    

代表的な臨床検査値とその変動の意味について理解し，患者の病態と薬物治療の把握のために必要な基本

的知識，技能，態度を修得する。    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 
 1. 主な臨床検査値の意義を説明できる。 
 2. 薬物投与と臨床検査値の変化について例示できる。 
 3. 診療録，検査データなどから必要な臨床検査値および関連情報を収集できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 講義 主な臨床検査値の意義 
薬物投与と臨床検査値の変化 

 2. 演習 診療録，検査データなどから必要な臨床検査値および

関連情報を収集 
 
 
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠状況，試験，態度により評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    臨床検査値は患者の病態や薬物治療を管理する上で重要な参考情報になります。症例検討

（演習）により，さまざまな情報を関連付けて考える力をつけてください。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし，不在の時もありますので，予約し

てください。    
 



 

 

創薬概論創薬概論創薬概論創薬概論    ４年次半期（後期），選択，１単位              生化学研究室   准教授 森 和也 
                                  薬品反応学研究室 講師  山崎 和応 

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概・授業概・授業概・授業概要）要）要）要）    
（概要）創薬は，薬学分野で研究活動する者にとって大きな使命の一つである。 
創薬概論では，天然物などのリード化合物から新たに合成される医薬品やゲノム情報による創薬について教授

する。 
（オムニバス方式） 
新しく合成された化学物質や天然物から抽出された新規な化合物が，医薬品に到るまでの過程を詳説する。ヒ

トゲノム解明により，ゲノム，プロテオームコンピューター，情報科学など多岐にわたる分野が融合したゲノム
創薬を紹介する。ゲノム情報から如何にして創薬が可能かを概説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ））））    

1.   古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史について説明できる。 

2.   医薬品の創製における知的財産権について概説できる。 

3.   スクリーニングの対象となる化合物の起源について説明できる。 

4.   遺伝子組換え医薬品を列挙し、その特色と有用性および安全性を説明できる。 

5.   再生医療の原理、方法と手順、現状および倫理問題点を概説できる。 

6.   ヒトゲノムの構造と多様性を説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 医薬品創製の歴史 古代の医薬品，近代科学の発展と医薬創製 
 2. 創薬の現状 創薬研究に必要な技術，知的財産権 
 3. 創薬の流れ テーマ設定，リード化合物と最適化 
 4. 最近の創薬研究1 アッセイ系，ハイスループットスクリーニング 
 5. 最近の創薬研究2 コンビナトリアルケミストリー，ライブラリー 
 6. 最近の創薬研究3 コンピューターの活用，SBDD 
 7. 中間試験 1から6に関する中間試験 
 8. 遺伝子組換え医薬品 ホルモン、サイトカインや組換えワクチンの生産 
 9. 遺伝子治療と再生医療 ES細胞および iPS細胞の実用化、倫理問題 
10. ゲノム情報の創薬への利用 ヒトゲノムの特徴、SNP、分子標的治療の開発 
11. 医薬品の開発を取り巻く状況 疾病統計、薬害、医薬品市場 
12. 創薬概論演習 医薬品開発に関連した演習問題 
13. 定 期 試 験  

   
    
方方方方 略略略略    講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法    中間試験，定期試験から総合的に判断 
教 科教 科教 科教 科 書書書書    講義時にプリントを配布する。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書    ベーシック薬学教育シリーズ 創薬化学・医薬化学（化学同人） 

  医薬品の開発と生産 日本薬学会（東京化学同人） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 医薬品開発の古典的手法からゲノム情報を利用した先端創薬手法まで、幅広く創薬論を紹介しま

す。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば、いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在の時      

もあります。 

 



 

 

疾病予防学疾病予防学疾病予防学疾病予防学    ４年次半期（後期），選択，１単位            

漢方治療学研究室 教授 口野 嘉幸   

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    

近年，医学の進歩に伴い多くの難病も治療可能となってきたが，高齢社会の到来とともに高血圧症，糖尿病等の生

活習慣病がクローズアップされ，人々の健康に対する関心が非常に高まっている。このような現状の中で，薬剤師にも

疾病の予防，健康維持・保持に積極的に関わることが期待されている。 
本教科では，生活習慣病および日本人の主な死因であるがん，脳血管障害，心臓疾患などを取り上げ，その原因と

これらの疾病を予防し，健康を維持するための基礎知識を修得させる。さらに，食生活，運動，嗜好品と疾病との関連

性について講述する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOｓｓｓｓ）））） 
 1. 健康や年齢の変遷と疾病構造の変化について説明できる。疾病の一次、二次、三次予防を概説できる。 

 2. 肥満や糖尿病を招く遺伝因子、生活習慣因子について説明でき、その予防策を説明できる。 

 3. 血管障害危険因子や脂質代謝異常について概説でき、それらがもたらす心・脳血管障害について説明できる。 

 4. 喫煙の有害性とそれがもたらす肺機能障害について説明できる。 

 5. 感染症発症に関わるウイルス、細菌を列挙でき、感染予防策について説明できる。 

 6. がん発生に関わる遺伝因子、環境因子、生活習慣因子を列挙でき、がん発症リスクを軽減するための方策について説明

できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 序論 健康・加齢と疾病の概念 

肥満、感覚器疾患、骨格系疾患 
健康や年齢の変遷と疾病構造の変化、並びに生活習慣因子や環境

因子、遺伝因子などに起因する生活習慣病の概説と対策 
 2. 神経系疾患 認知症、アルツハイマー病、狂牛病などの概説と対策 
 3. 呼吸器系疾患 肺気腫、慢性気管支炎、肺炎、喘息などの概説と対策 
 4. 循環器系疾患 高血圧症の概説とその対策 
 5. 循環器系疾患 脳血管障害、心疾患などの概説とその対策 
 6. 内分泌疾患 糖尿病の概説とその対策 
 7. 内分泌疾患 脂質代謝異常症、更年期障害などの概説とその対策 
 8. 免疫系疾患  食物・薬物アレルギー、花粉症などの概説とその対策 
 9. 感染症 ウイルス感染症の概説とその対策 
10. 感染症 細菌感染症の概説とその対策 
11. がん がん原物質・遺伝性因子、発がん機構などについて概説 
12. がん がん予防・治療について概説 
13. 定 期 試 験  

 

方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の成績を主体に、出席状況などから総合的に評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 21世紀の予防医学・公衆衛生 町田和彦・岩井秀明 編著 杏林書院 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 特になし 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    私たちの身の周りにある疾病の発生原因を知り、生活習慣病を初めとした種々の疾病に対する

予防策を理解してほしい。 

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問や相談があればいつでも結構ですので研究室へお越しください。また研究室で行ってい

る研究内容についても興味があれば説明します。    

 



 

 

血液検査学血液検査学血液検査学血液検査学    健康薬学科，４年次半期（後期），選択，１単位             

非常勤講師 三池 彰   

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
本教科では，健康のバロメーターとも言える種々の血液検査について，各検査項目の意味するところを学び、

さらに健常者検査値の「基準値」や「基準範囲」などを理解し、検査値の変動（異常値）の原因について学習す

る。さらに，その変動がもたらす健康への影響を予測し，病態とのかかわりを評価するための基本的知識を修得

する。また、臓器に対する機能検査、病態を診断する検査などについてもその概要も学ぶ。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 分析法の原理と分析機器の概要について説明できる。 
 2. 臨床検査に使用される分析化学反応の原理や濃度の単位，について説明できる。 
 3. 検査試料の取り扱い方，生理変動，基準値，異常値について説明できる。 
 4. 臨床検査に使用される酵素反応の知識を持ち，生化学項目の検査の概要について説明できる。 
 5. イムノアッセイの原理・代表的な測定法とホルモン，薬物，腫瘍マーカーについて説明できる。 
 6. 肝機能，腎機能，膵機能などの機能検査や病態検査について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 血液検査の分析法概要 分析化学反応の原理や濃度の単位 
 2. 分析法と分析機器 分析法の種類・原理，分析機器の実際 

 3. 試料，測定値の取り扱い 精度管理・誤差・基準範囲 
 4. 生化学分析（糖質） 酵素分析反応， 糖質成分検査、糖尿病， 
 5. 生化学分析（含窒素成分） 蛋白，尿酸，BUN他、 
 6. 生化学分析（脂質） リポ蛋白、脂質異常、メタボリックシンドローム 
 7. 生化学分析（臨床酵素） 各種臨床酵素類測定意義と測定法 
 8. 免疫学的検査 抗原抗体反応とイムノアッセイの原理・測定法種類 
 9. 免疫学的検査 イムノアッセイ項目、感染症・ホルモン・癌マーカー 
10. 機能検査 肝機能，腎機能，膵機能、内分泌機能 
11. 病態検査 心筋梗塞、メタボリックシンドローム 
12. 遺伝子検査 遺伝子増幅、癌・SNPs 
13. 定 期 試 験  

   
 
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 レポート提出、定期試験，出席状況により評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 臨床検査学講座 第２版  臨床化学検査学 （医歯薬出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新版 臨床化学 第２版（伊藤啓，片山善章，長村洋一編） 講談社ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｸ 

スタンダード検査血液学 第２編（日本検査血液学会編） 医歯薬出版 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    近年OTC など、薬局で検査デバイスが販売されています。薬剤師にとっても血液検査に

関する知識は大切なものになってきました。本カリキュラムでは薬剤師国家試験や薬剤師

が受験する資格のある臨床検査技師国家試験にも役立つ講義にします。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    質問は講義中，または講義終了後に受け付けます。また、それ以外でも質問のある方はメ

ールアドレスを教えますので気軽にメールください。    



 

 

鍼灸入門鍼灸入門鍼灸入門鍼灸入門    漢方薬学科，４年次半期（後期），選択，１単位     

漢方薬物学研究室 准教授 小松 一  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

わが国では，仏教伝来以来明治初期まで国民の医療を担ってきた伝統ある漢方や鍼灸は，西洋医学を柱とする医

療行政のもとに医療の片隅におかれ，民間療法とされて現代に至っている。現在，漢方医学も鍼灸医学も代替医療と

世界的には位置づけられている。しかしこの医学は，完成された，独自の確立された医学と考える関係者も多い。今日

でも国民の支持は根強く，漢方とともに鍼灸に理解のある薬剤師の需要はますます高まってくることが予見できる。 

本教科では，疼痛に対する鍼治療のメカニズムを中心に，経絡と心身の相関，経絡･経穴のイメージング，自律神経

と経絡･経穴，ハリ通電刺激効果，心身症，喘息，不整脈，腰痛などの疾病の治療穴とその考え方など，鍼灸治療の理

論と実際を講述する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 鍼灸の定義について概説できる。 
 2. 経絡・経穴について概説できる。 
 3. 鍼灸の適応症について概説できる。 
 4. 経絡・経穴と漢方生薬・漢方処方との関係について説明できる。 

 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 総論  
 2. 鍼灸の法規と衛生管理 鍼灸按摩マッサージ指圧師法，消毒 
 3. 鍼灸の定義 鍼とは何か？灸とは何か？ 
 4. 経絡，経穴 経穴（ツボ），十二正経及び奇経 
 5. 帰経 生薬，処方と経絡の関係 
 6. 黄帝内経素問について 養生法 
 7. 黄帝内経霊枢について 九鍼，刺鍼法など 
 8. 毫鍼による実技 デモンストレーション 
 9. 特殊鍼法 刺絡鍼法，火鍼など 
10. 刺絡鍼法実技 デモンストレーション 
11. 灸実技 直接灸のすえ方 
12. 鍼灸の適応症について  
13. 定 期 試 験  

 
方方方方 略略略略 講義，実技 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『学生のための漢方医学テキスト』日本東洋医学会編（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 適宜紹介します。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    鍼灸の理論や経絡・経穴を学ぶことにより，患者に対して的確な漢方処方を選択しやすく

なります。また生活習慣についてもより良い指導が可能になります。 
オフィスアワーオフィスアワーオフィスアワーオフィスアワー    質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。（在室時に随時対応）    

 



 

 

新薬論新薬論新薬論新薬論    臨床薬学科，４年次半期（後期），選択，１単位                   

非常勤講師 村瀬 清志 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

難病治療を可能とする新薬の開発は人類の悲願であり，忘れてはならない薬学者の使命の一つである。毎年多くの

新薬が開発・認可され，医療現場で使用されている。これらの新薬に関する知識は，臨床あるいは創薬に携わる薬学

者にとっては不可欠なものである。本教科では，最近の新薬について解説するとともにそれらの新薬開発研究の発端

から開発のプロセス，直面する種々の難問題の克服，そして認可に至るまでの新薬開発にかかわる諸問題を整理して

理解させる。これをもとに，21 世紀の医薬品のあり方，ドラッグデザインの方向付け，さらに，医薬品開発に必要なひら

めきと読みについても多くの示唆を与える。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs）））） 

 1. 新薬開発の歴史について概説できる。 
 2. 新薬の企画から研究開発→ 上市までの流れ，特許について説明できる。 
 3. 新薬の化学構造と病態生理/作用メカニズムについて説明できる。 
 4. 新薬の工業化研究/製造と品質管理について説明できる。 
 5. 新薬の治験の意義と第Ⅰ～Ⅳ相の内容，申請～承認について説明できる。 
 6. 今後必要とされる新薬はなにか，疾患統計資料などを参考に討議できる 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 新薬開発の歴史 アスピリンの発見から分子標的薬まで 

 2. 製薬企業と新薬 製薬企業の研究開発戦略と世界の医薬品 

 3. 端息の薬 項目 3～6 ；実例を示して，新薬の発想から標的分子，分子設計，スクリーニング，
構造活性相関，リード化合物の，最適化，新薬候補の創製までを中心に，臨床試
験そして上市までの一連の流れを解説する。  4.  

 5. 高血圧の薬 
 6. 骨粗鬆症の薬 
 7. 関節リュウマチ薬 項目7，8 では分子標的薬（低分子薬，抗体薬）について解説する。 

 8. 悪性腫瘍の薬 
 9. 製造と品質管理 工業化研究/開発（含治験）用薬の製造と品質管理 

10. 新薬の治験～承認 治験の役割と第Ⅰ～Ⅳ相試験～申請～承認 

11. 知的所有権 特許用件と特許権期間の重大性について 

12. 今後必要な新薬 疾病別の死亡率，患者数，治療満足度などの資料を参考に皆で討議する。 

13. 定期試験 
 
方方方方 略略略略 講義 

成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験と出席状況により評価する。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 医薬品の開発と生産（化学同人） スタンダード薬学シリーズ 

参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ    
新薬の発想から上市までの研究開発のプロセスを理解できる基本的知識を修得し，医薬品を多面的に理解す

る一助にして欲しい。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問は歓迎します。講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。 

 


